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中園地方 石 炭 紀 石灰岩の 小 型有 孔 虫

化 石群の特性*

沖村雄 ーー**

中園地方K広く分布する石灰岩層群については， 主と して紡錘虫類による化石層序学

的研究がす h めら れてきたが， その他の化石群ILついては未Tご充分な検討がな されてい

ない。近年紡錘虫化石帯の最下位である Millerella 帯の下位に紡錘虫類￥料を産しない石

灰質岩層の発達する 乙 とがわかってきた。 岡山県阿哲台および広島県帝釈台地域では石

灰岩 ・ チャート・輝緑凝灰岩の互層として発達する ζ とが多いが， 山口県秋吉台では，

きわめて僅かにチャ ー トを爽在する鰯:伏石灰岩が広域にみとめられる。ま た庖序学的に

上下関係は不明であるが， 岡山県中村石灰岩でも秋吉と同様な石灰岩質および化石群を

もっ地層の発達があり， さらに広島県東部の弱変成岩類と 断層接触してその北側J IL帯状

配列する類似石灰岩の小岩体の分布 も報告された(長谷 1963) 1 )。

ζ うした JÌI!illerella 帯よりも下位にある石灰質岩からは 小型有孔虫化石が豊富ILjlliす

るが， そのすべてが下部石炭紀型の特性をもち， 一方では秋吉石灰岩層群から報告され

た upper Lower Carboni冾rous Brachiopocl í aunal り が多数の Millerella と共産する資

料， および coral faunalのによる対比論を考える n寺， すく な くと も内識の 下部石炭系 と

言う興味ある問題が提起される。

古生代のいわゆる小型有孔虫化石の研究は， 紡錘虫類と同様にそのIfr商による検討が

す h め ら れているが同料， 複雑1.1:体組織とその多様性， あるいはほとんど研究さ れてい

ない微細情進公どが原因して ， 断面すべてについての特性が明らかになっ たも のは少な

く，米fご基礎的研究の段階にあ ると言える 。

しかし化石群として扱う 場合， 現在でもすでにその特性が明らかになっているものが

ある。乙と に紡鉦E虫類の発生前におけ る Upper-Miclcl le Palaeozoic~Lower Carboniferous 

k関す る限りその意義は大きい。 (Zeller ， 19502) , 1957 3入 Cumm ings， 19584) , M -Maklay, 

1957 õ) , 19586) , 1960) 7)。

中国地方石炭紀石灰岩から多産す る小型有孔虫化石のう ち， Enclothyroicls , Palaeotexｭ

tular icls, Archaecliscicl s, Tuberitin i cls などは府j字学的分布およひ:jjfr簡による形態進化も詳

細に研究されており， その他数府についても限られた H寺代の産11\の知られているものが

あ る。以下各々について詳細をのべる。 しかし化石庖序学的な こ まかい分帯は困難で，

* Charactcristics of the smaller foraminiferal assemblage from the Carboniferolls 
limestone of the Chl1gokl1 province_ 

件 広島大学理学部地質学鉱物学教室

キネキ ソピエト地域においては， 下部石炭紀の紡錘虫類としてPseu.doe11. dotlt)l1'a， Eostaffella 

の記載がある。

件特 摘出された個体における外的要素のみでの検討は ， diagcnetic change の問題が解明さ

れないので詳細な研究には不十分である。
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主 と して j'v1illerâla 帯をふくめた上位層と下位の Endothyroids 帯と の特性の急変を中

心に記述する 。

Endothyroidsキ

全体的な傾向 と して upper Mississippian type は total angular d istort ion が大き く， 大

型で secondary d巴伊sits も 多し、。 Pennsylvanian typ巴は小型で total angular d istor tion は小

さ く secondary deposi ts も 少し、。た マ しれωlinella 帯では下部石炭紀型に類似したもの

も 多いが，一般に Pennsylvanian type と 共存する。 Millerella 帯をふ くめて，それより

上位では Plectogyra inuisitata. group, PlecLogyra. lI10squensis group , End ot hyra.nella , 

Bra.dy ina , Pla.noendothyra が特質的 である。 他方下位層から は Endothyra. sp. A, 

Plectogyra sp口IOSa. group, lVIi llha.ilovella. , Plectogyra. bradyi group, ElIdothyranoρ5白，

0・ibrospira. などが多産し ， j\lf，ぱ凶凶1i必'1υ!μ;ぽllel白rellμa 帯より上位層ではみと めていな し 、、。 EI河町zd正dot幼h.yr打mどιZ 

s叩p. A は室筆密者13め〉 が阿哲台から報告した P目'le，釘'cto噌sコP

研究の結果 Qu“叫as幻lB臼叩nd向0ωtυhψy少nどαl rにと変更さ れ， Reitlinger (1960) p:よ れば筆者の報告し たも

のは Middle Visean の特性を もっ Endothyra である o Elldothyranopsis 14) は Elldothyra

crassa Brady の一部の再検言すから別属とされたも ので，英国 ソ ビエトか ら報告さ れて

い るがすべて Upr町 Visean から記載された も のである。鬼丸庖IC も EndothyranoρSlS

は産出す るが，中国地方の石灰岩とは鬼丸 ・ 桁追層な どは岩質を具l乙 し ， calci te waIl の

有孔虫類で比較する 乙 と は難かしい。

Endothyridaeについて ， 程種Eのクeツノルレ- プわけを提H唱島した Rei出i江tlir珂巴町r (い19町58め)泊め) iκζ よれば

Baおshl叫ホ制kirian 以後lにζ産す る ものlにζ P尻Jσω仰11ωoe.叩'Ildoωt hy少ra偽， EπdoωIhy少，.α仰仰7刀lellμι ， Bradyilla. ClyρIw­

stl/lella , Pseudobradyina. があげら れ， Quasiend olhyra , Endolhyra lalisρira lis group 

をのぞ く 他の 11 属と group が Visean の特徴属と されてい る点は， 中園地方石炭紀石灰岩

層の対比上注目 され る。

Palaeotextularids*キ

いまだ種の単位での化石j笥j字学的研究は な さ れていないが V町IS記ea叩n 10印r今'm iにζついては

Cum町nm立mings (ο19町58匂) の詳細な1研U肝f究がある。さ ら に ソ ビエトから報告された石炭紀の種につ

いて検討してみ ると，時代別特性にはっきりした区別がある 。 Cummings fCよれば3 一般

的な特性として Visean 下部では小型で simple aperture の Pala.eotextldm 'ia が特質的で、

あ って ， middle Visean から C6brosto川UI/1. ， Cli円 laccammma が加わ り ， upp巴r Visean で

Dederellina , Decllerella, Pa.laeobigenerina が f auna の要素と してみとめられる。 ソピ

説 Genus Endot1.り J唱 についには先取権と特性に関して銘雑した問題があ る。 Rosovskaya

は 1962 年 7 月 Int巴rnational Commission on Zoological Nomenclature に対して

E叩doth)wa b1'adyi Mikhailov , 1939 を type species とす る よう提出した。筆者はそ

れに同意するが， 一応この報告では Reitlinge r (1958) の区分にしたがっ て Endothy­

ridae をあつかっ てお く 。

料 Palaeotextularidae を提唱した Cummings (1958) によれば， 古生代か ら報告さ れた

T extula'ria は一部再検討を妥するものをのぞき ， すべて二局の wall structur巴 を有し ，
Palaeotext叫lα門α とすべきであ る。 現在 乱perture と chamber の配列か ら その形態進

イじが確認さ れ 8 尻が含め ら れている。
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エトから記載された Bぉhkirian~Mc庖covian ty戸は，ひじように大型の Climaccammina

が卓越する。一般に石炭紀下部から上部へむかつて小型→大型. thin wall • thickwall • 

.a~泥仕ure については low slit~lunate-incipient cribrate-irregularly cribrate.グregularlycribrate 

seri，句の変化がみとめられる。

Millerella 帯の中部以上では Climacc，仰11I1ina が Palaeotextularid íauna の大半をし

め，下位の Endothyroid 帯では Palaeotextulm-ia と小型の Climaccammina が多産す

る。 Palaeote:泣叫訂ids はほとんどの層準から多産するので， Palaeobigenerina~Monogenec 

rina group, Deckerellina-Deckerella group, Palaeotextularia-Cribrogenerina group の
各々について群変化を層序学的に研究する ζ とは，将来の大きな課題であり，中園地方石

炭系を解明するための興味ある問題である。

Tuberitinids 

Tuberitinids については， M-Maklay(1958) :が Tuberitinidae を提唱して ， Eotuberitinaｭ

Tuberitina-白:pidulina の系列をみとめたが，一般に時代とともに chamber 数が増加し大

型で厚い殻墜をもってくる。

simple chamber の Tuberitina minima type と double chamber の T. bulbacea type 

が観察されるが，後者は Millerella帯の最上部から上位にのみ産し，前者は Endothyroid

帯にもみとめられる。 T. bulbacea type が Pennsylvanian の特徴 íorm である乙とは北米

・ソピエトの資料からも明白であるが，形態学的要素がすくないために化沼帯の細分に

はほとんど利用できない。

Archaediscids 

Archaediscids は下部石炭紀上部から Bashkirian fC多産する。 Archaedisclls karreri 

type は Visean fL多く ， Asteroarchaedi・'SCIlS bashk�-icus type は up戸rNamuri叩-Bぉhkirian

の特性としてしられている。中園地方石灰岩fCは産出がすくなく優カな資料とならな

い。しかし Millerella 帯から上位層では両型が観察され，下位では Asteroarchaediscus

のみられない ζ とは意味がある。

中央アヲア地域で M-Maklay (1960) の報告した石炭系において， lower-middle Vi悦s詑ea血n 1 

の Eos向t向q庁伊kμ凶Iμfμa-Aむschaed必is，抑正Cα7立u俗爪5ム， u明殴伊泥町:rV明is鈴e叩 の Eostωaj庁feμèllμG

の sphaerical Eo，ω'St向q庁k泌凶IIμa-r1st加e町ro，耳archaed必lS，悶CαuβS の区分は， Archaediscicls の層序学的分布に

ついての新資料として注目される。

上述してきたもののほかに，ある層準に特徴的K産する数属が観察されるが，管状の殻

壁をもっ Glomospira， また特殊な形態の Globivalvulill(l は M.illerella 帯K多産し fauna

の要素として注目される。

すでに知られているように‘管状の殻墜を有する有孔虫類はPennsylvanianにおいて著る

しい発達をし，下部石炭系を特質づけるものはほとんどない15)0 Gl仰10ゆか-a が Millerella

帯fL多産し， Endothyroid 帯fとまったく観察されない ζ とは興味深いものがある。 Glo・

bivalvulina は現在 28 種の報告があるが， upper Visean から l 種，中・上部石炭系から 22

種， Permian から 5 種記載されている。中園地方の石灰岩では Millerella 帯から特徴的

花産するが，その形態は中・上部石炭系のものである。
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一方 Pseudoendothy，.a ， Eostaffella, Millerella, Ozawainella, PseudiJsta.庁èlla など

の主として St品質elloids の層序学的分布を見逃す ζ とはできない。 S組自elloids を総括して

検討した M-Maklay (1959) 9) !C よれば， Eosta.庁èlla， Millerella の多産は下部石炭系の

特性で Ozawainella， Pseudostaffella は Up戸r Namurian-Bぉhkirian の fauna1 element 

である。もちろん Pseudoendothyra のような平施回型の有孔虫のはじめて観察される層

準には意義がある。阿哲・秋吉台の資料では，下位から (1) Pseudoendothyra spiroides 

group-Eostaffella, (2) Millerella (Pseudoendothyra symmetrica group) -Ozawainella, 
(3) Pseudosta_庁èlla の 3 帯が識別される。

紡錘虫類11:よる化石帯の識別と Endo血戸oids， Pa1配O協加1紅ids， Tuberitinids, Archaeｭ

di凶ds の各々について分帯はt~いたい一致する。さらに上述した Globival加lilla ， Glo・

11Icspira は Millerella 帯の特徴的な Faunal element として強調される。

後述する石灰岩の岩質と有孔虫群との関連性はいまだ明らになっていないが，阿哲台・

秋吉台両地域の比較と大賀・中村・帝釈石灰岩の一部の資料を検討して次の5化石帯を識

別する。たマし Profusulinella beppensis の上位層については，詳細な研究がす』んでい

ないので報告する ζ とをひかえた。

5. Profusulinella bepp白lSis 帯

4. Pseudosta.庁èlla sp. A帯 (Atetsuella meandera) 

3. Millerella sp. A 帯 (Pseudoendothyra symmetrica) 

2. Pseudoend ot/;りIra spiroides 帯

1. Endot/iりIra sp. A帯

阿哲台から報告した Plectogyra priηureva* 帯は，後述する岩質の差による特徴的化

石群と考えられ，帝釈石灰岩の資料からするとおeudoendothyra sρiroides 帯にふくめ

られるかもわからない。

小型有孔虫化石群の研究には， 上述してきた個々の検討以外にも重要な問題がある。

量的分布もそのひとつであるが， 砂岩のように限られた範囲の岩質から産出する化石群

については直接量的解釈するととが許されるかもわからないが， 石灰岩ILは多種多様の

成因による岩質の差があり，定量的な研究結果の比較には疑問がの乙る。

秋吉台東縁地域における定量的調査の結果(筆者 196310】)は，一般的 fauna の特性の

層序学的変化を知るには有効であったが，それはすでに faunal element の検討からも明

らかになっていた ζ とであって量的な差異を直接比較対比する ζ との不可能にちかい乙

とをしめしている。たとえば， Endothyroid 帯では Endothyridae が 80% をしめて化石

群を構成するが，乙の化石帯の内部にすでに著るしい変異がある。

化石群の構成要素が同じであって，量的差異のみとめられるのは普通であり，それは石

灰岩の岩質の差異K支配されると考えられる。帝釈台の Endotlzyra spiroides 帯におけ

る， graded bedding と考えられる地層産小型有孔虫類についての定量的研究によれば，

fauna の構成要素および量的差異が岩質の変化にほとんど平行している。乙の乙とは，石

* この種をけpe-species として gcnus SeptaglomospiraneUa が区分され原記裁の E四do­

thyra primaeva とは特性がことなる。筆者は一応Endothyra sp. としてあつかっておく。
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灰岩から産する有孔虫化石群を研究する場合， その堆積学的研究と並行する必要がある

ととをしめしている。すなわち小型有孔虫化石は石灰岩を構成するひとつの end member 

として考えられる。 したがって粒度の差による化石群の差は誤って解釈されないとも言

えない。 ζの問題については近く報告する。
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秋吉産下部石炭紀上部腕足類*

柳田寿一料

乙の研究を進めるにあたり， 熱心な御指導と御助言をいただいた九州大学鳥山隆三教

授，松本達郎教授，およぴ勘米良亀齢助教授に深く感謝申しあげる次第である。

山口県於福台江原“ウヅラ"採石場産の Millerella 帯腕足類の内容，および共存する他

の化石群を含めたそれらの産状についてはさきに報告紳*したが，さらに腕足類化石につ

き若干の資料を得たのでこれらを総括検討する事ができた。識別した属種は第 1 表のと

おりである。

乙れら属種のうち Cleiothyridina expansa および Cl. royssii は最も豊富に産出し，

それらの個体数はあわせて全体の約 80% を占める。残りの約 20% を構成する属種は個

体数が大変すくとE しそれぞれ数ケないし 20 ケ程度であるが，乙の産出まれな属種の中

第 1 表 Hウヅラ"採石場産腕足類化石

1 0 Phricodothyris i刊solita GEORGE 

2 '" Bグachythyris akiyωhie刊sis YANAGIDA 

3 0 Spirφr aff. lia冊gehowe帽sis CHAO 

4 0 Spirifer sp. 
5 ・ Cleiotゆ.yridi仰 8砂仰sa (PHILLlPS) 

6 ・ Cleiothyridi帽a royssii (L'EvEILﾉ) 
7 0 Acti冊oconc加s pl側osulcata (PHILLlPS) 

8 0 Com少osita a宜. argentea (SHEPARD) 

9 0 Dielasma cf. kingi DE KONINCK 

10 '" Dielasma sp. 
11 '" Yanishewskiella japanica YANAGIDA 
12 0 P旬刊ax aff. sulcat叫S (SOWERBY) 

13 0 SchizoPhoria aff. res~ψ初ata (MARTIN) 

14 '" AlisPirifer sp. 
15 '" Dictyoclostu沼 cf. paγado出us CAMPBELL 

16 '" Dic砂oclostus sp. A 

17 '" Dic砂刀ι10四t叫s sp. B 
18 '" Rugicostella nグstian叫S (DE KONINCK) 

19 '" Pugilis sp. 
20 企 R叫gosochonetes hardrensis (PHILLIPS) 
21 ゐ Si抑制:atella sp. 

22 '" W erria sp. 

abundant 0 less abundant '" rare 

キ Upper Lower Carboniferous brachiopods from Akiyoshi. 

紳九州大学理学部地質鉱物教室
キ** 松江における第 76 回例会
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には生存期聞が短かく，したがって時代の指示者として有効なものがいくつか存在する。

これら腕足類化石群について，それぞれの属種の生存期聞を ヨーロッパ，ア メ リカ等の標

準層序?と対照さ せてまとめたものが第 2表の r釦ge チャ ートである。

特筆されるものはおぼicostella nystianω(De Koniack) で， 乙の種は現在の所英国

(Y orkshire) およびベルギー (Visé) の Vi記叩 にのみ，その産出が知られているもので

ある。

豊富な腕足類化石を含む“ウヅラ"採石場の石灰岩が Millerella 帯のど乙を代表する

ものであるかは， ζの研究の重要な課題の一つである。現在腕足類化石群だけを検討す

れば，ヨ ー ロ ッパの Upper Vìsean，アメカの Chesterian IL対比される要素が最 も 多い。

しかし時代論については，それを行う場合常に化石群を論じねばならず，或る種だけで比

較を行うのが危険であるように， ζの場合共存する豊富な珊瑚，紡錘虫，小型有孔虫など

の化石群についても十分検討がなされ， それらを総括して論ずる必要がある。今後の問

題として， 秋吉石灰岩層群中における腕足類化石群の時代的変遷を 十分観察すると共に

他の地域の資料を豊宮iとし，詳細な比較検討を行わねばならない。
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中園地方西部における非変成古生層の対比について*

河野通弘柿

いま中国地方西部の古生層の対比を紡錘虫をもとにして試みる。 ζζでは分帯の検討

がよく行われ， かつ最も多くの化石帯がそろっている秋吉石灰岩を基準として考察する。
日本において一般に認められる紡錘虫化石帯は下より Millerella 帯， Profiωulinella帯，

Fusulinella 帯， Fusulina 帯 ， Triticites 帯， Pseud oschwagerina 帯， ParafitSulilla 帯，

N eoschwagerina 帯， Yabeina 帯とされ，秋吉石灰岩においては ζのうち Triticites 帯と

Fusulina 帯を欠くものとされてきた。

秋吉石灰岩の Millerella帯の下位11: Elldothym その他の小型有孔虫を産し Millerella

帯を特徴づける紡錘虫を産しない部分を村田は Endothyra 帯とした。大岡層群の二神層

下部の石灰岩レンズK同様の小型有孔虫を産し ζれに対比される。 中国では他に岡山県

の高山層群下部層，阿哲石灰岩層最下部がとれに対比され，何れもシヤールスタインを伴

っている。

Millerella 帯: 秋吉石灰岩において Millerella 帯とされるものは鳥山の C1• 村田の

Cll で村田によれば下半部K M. komatui , M.llzlIrensi・s ， 上半部K M. cf. marblensis が多

い。全体として飛弾の福地層の Millerella 帯fz:対比される。高山層群の }.lillerella 帯，

阿哲石灰岩層の Millerella 帯も ζれに相当するものと思われる。

Prοifusulillella 帯: 秋吉石灰岩においてはあぜilSlllinella beppensis を特徴穫とする

帯で鳥山の Cm"" 村田の Cm である。石井は下部の Profusulinella beppensis 亜帯と上部

の Akiyoshiella ozawai 亜帯K分け，前者を福地の Profusulinella fukujiensis 帯に対

比した。高山層群，阿哲石灰岩層群の Profusulinella 帯もほヲ ζれに対比されよう。

FlIsulinella 帯， Fusulina 帯: 秋吉石灰岩においては鳥山tとより Fusulinella biconica 

帯 Cmll とされるもので，村田の Fusulinella. Fusulina 帯 C1V が ζれにあたる。村田によ

れば下部は F. simplicata が多く，中部から上部K F. biconica, F. jamesl'nsis が多くな

り，また上部には F. itoi が特徴種となる。上部には Fusulina regulω九 Beedeina

akiyoshiensおも産す。石井は本帯を下部の F. simplicata.F. itad01な'awl'nsis 亜帯と上

部の F. biconica 亜帯に分けた。石井は下部を板取川層群 1t1 K上部を Iらんに対比

した。ま fこ福地との関係、については下部を Fuslllinella 帯，上部を Fusulilla 帯に対比し

てし、る。

半田石灰岩において最下位の化石帯として Fusulinella eopulchra 帯が認められる。

F. eopulchra, F. pseudobochi ovoides Iとより特徴づけられるが上部には Fusulinellasp. 
Iz:伴い Fusulina sp. を産する。 Fllsulinella 帯の下部の化石を産しない石灰岩については

* Correlation of the non-metamorphic Paleozoic formation!? in the wcstern 
Chugoku Province. 

仲 山口大学教育学部地学教室
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更に検討する必要があるが， F. eOPlllchra 帯はほ立秋吉の Flωillella-Fusulina 帯の上部

K対均されよう。 F. eoρlllchra， F. pselldobochi ovoides はロシヤの Mjachkov 層より報

告されたもので，秋吉より更に上位の層準までを示すものかも知れない。

Triticites 帯: 日本における Triticites 帯は球磨山地，飛弾の大原地方，福地地方ラ

四国等IL認められているが，中園地方には一般に Triticites 帯が欠除しているものとされ，

秋吉石灰岩においては FllSulillella'Fllslllina 帯の上IL Pseudoschwagerina 帯が重なり，

ζの聞は不整合と考えられる。秋吉において Pselldoschwageゆla 帯は鳥山花よれば下部

を Triticites simplex !I[帯とし，村田も T. simplex 亜帯を設定した。両者の定義は多

少喰い違い，鳥山は ζの亜帯を Triticites と Pselldosch. 1mωngthensis， QtωiJ， longisｭ

sillla を特徴とし他のSchwagerininae を含まないとした。村田は ζのうち Pseudosch.

1Il11ongthellsis は Pselldof. vlllgaris 亜帯IL入れ， T1'itici tes と QUllsifllSlllilla および

Schwczgerina satoi よりなり Pselldoschwczgerillcz 出現以前の部分IL限った。また鳥山も

Pselldoschwagerina の伴わない部分がある ζ とを認めている。 ζのように Triticites のみ

の部分が帯として認められれば， ζれは他の地域の Triticites帯の一部K対比されるもの

ではないかという疑問を持つ。いま日本で Triticites 帯と Pseudoschwagerina 帯との境

界をみるに矢山岳や四聞において不整合が認められ Pseudoschwagerincz は Pseudos­

chwczgel・ina 帯の基底部から出現する。また大原や福地においてはその閑は整合とされ

Pseudoschwagel・ùlaの出現を以て境界とされている。た Y大原や福地においては Triticit，釘

帯に産する種は Pseudoschwagerina 帯に延ぴていないのに対し，秋吉石灰岩においては

T. SÎIIψlex !I[帯IL産する種は Pseudoschwιgerina.Pseudof. vulgalカ亜帯IL延ぴている

ζ とや， Permian の要素が多いという ζ とは問題である。しかし T. sinψle:r: 亜帯より産

する T. oza初ai， T. simplex, T. noillskyi v紅. pczllla 等はロシヤの Uralian から報告さ

れている種であり， ζの亜帯のものは Pselldof. 加19aris !I[帯IL延びていてもその下部

に限られる ζ とより考えて村田の T.sÏlゅlex 亜帯を大原，福地の Tritieites 帯の一部に

対比してもよいように思われる。

半田石灰岩においては T.ozawai 帯が認められる。 ζの帯は T.ozczwczi， T. biconica, 
等を特徴種とするが上部には ， T. silllplex T. arctica, T. sllzukii 等を産する。更に上
位には Pselldof. 叩19aris 等を産し Pselldoschwagerina を産出しないため問題がある

が T.ozæ町'lli 帯を Triticites 帯より Pselldoschwagerina 帯の下部11:及ぶものと考えて

よかろう。

野上11:よれば阿哲石灰層群においても Pselldoschwagerina 帯の下部K帯として認めて

いないが T. ozawai, T. l1ωllti parus, T. 1Ilont争arus gravites却等よりなり Pselldosch-

wagerina を産しない部分があるようである。

Pselldoschwagerina 帯: 本帯を Pselldoschwagerina の出現11:始まりその上限を Para.

fllslllina の出現までと考えれば秋吉石灰岩の村固による Pseudoschwagerinll'Psettdof. 

vulgaris 亜帯がζれにあたる。

半田石灰岩においては Pseudof. vulgaris 帯がほざ乙れに当るが，秋吉においては

Parafusulincz 帯は鳥山によれば下部の Psettdof. alllbiglla 亜帯 Plγ と上部の Paraf.
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k~rimize1lSis 亜帯 Pm~ Iと区分され， 1司1γIr.は Pseltdof. 加19aris その他の Pseltdofuslt.

li:仰が引き続き産するととよりみて，半田の Pseudof. vulgaris 帯は Plγ 下部l乙及ぶも

のと考える。長谷川は秋吉石灰岩lζ Pseudof. vulgaris'Pseudof. kraffti j![帯と Paraf.

kaerimizensis 帯を設けたが乙の区分はl王立半田の Pseudof. vulgaris 帯と Paraf.kaeriｭ

mizensis 帯K相当しよう。

本帯IL対比される非石灰岩層: 於福層群真木層(ほヲ鳥山の常森層群常森層)の下部

Ir.村田 Kよれば Tトiticites を産する。別府層群堅困層下部K Pseudof. 加19aris， P. 

amhigua , T. simplex 等を産す。筏場層下部Ir. Pseudof. 叩19aris を産す。 ζれらは

Pselldoschwagerina 帯lζ属するであろう。

Parafusulina 帯: 秋吉石灰岩で Parafusulina 帯とされるものは Parafusulina の出現

Ir.始まり司 P. kaerimizensis, P. edoensis, P. gigantea 等』とより特徴づけられる。鳥山は
Pseudof. ambigua j![帯 Plγ と P. k~1・'Ï1nizensis 亜帯 Pm~ Ir.区分しているが，村田

は一括した。半田石灰岩の Paraf. kaerimizensis 帯は秋吉の Pm~ K相当しよう。蔵自

喜石灰岩においては大部分結晶していて化石帯の認められるのはその一部である。 Neos­

chwagerina meg，ω;pherica帯の下位KParafusulina sp. の帯が認められ蔵目喜石灰岩で認

められる最下位の化石帯は Parafusulina帯である。阿哲の野上による Pseudof. kraffti 

11lagna j![帯と Paraf. kaerimizensis 亜帯は秋吉の Plγ ， Pm~ Ir.対比される。

本帯Ir.対比される非石灰岩層: 真木層には Paraf. kaer加izensis， P. gigantea, 
Pseudof. わ-，~庁ti magna等を産す。ニ神層上部Ir. Parafusulina sp. を産す。筏場層中部

lζ Pm・af. k~rimizensis ， P. edoensis 等を産す。乙れらは Parafusulina 帯IL属す。鹿

足層群嘉年層中部Ir. Pseudodoliolina sp. Pseudof. -rmlgaris, P. 叩19aris v紅. globosa 

等を産し本帯下部IL属するであろう。

Neoschωagerina 帯: N. craticulザera， N. (lIlegaspherica, N. douvillei 等の進化し
た大型の Neoschwagerina Iとよって特徴づけられる。鳥山は秋吉石灰岩の本帯を N.

craticlllifera 亜帯 Pm戸 ， Verbeekina verbeeki 亜帯P州， N. douvillei 亜帯 Pma lL三分し

たが，村田は一括し，強いて分ければ上下に二分するという意見である。本帯以上は一般

に角穣状石灰岩となり，かつ暗灰色を呈する。半田石灰岩の最上部には角線状石灰岩があ

り ， ParafUSlllilla, Pseudodoliolina , N. d. craticulifera 等を産し Neoschwagerina 

帯下部とされよう。蔵目喜石灰岩においては N. 11legaspherica 帯として認められる。阿

哲石灰岩層群の野上による N. dOllVillei-N. craticulifera 帯は秋吉の Neoschwagerina 

帯K対比される。

本帯IL対比される非石灰岩層: 真木層上部と村田による堤層下部(鳥山の常森層上部

K相当)がそれで，堤層下部より N. douvillei 等を産出する。別府層群竜現地層上部と

河原上層下部ILは前者より N. craticulifera, Paraf. kaerimizensis 等を産し，後者より
N. dOltvillei, ~V. craticulifera 等を産す。筏場層上部，嘉年層上部よりは N.margari，抑

その他を産す。涼山層上部と荒谷層下部も ζれに対比され，前者よりは Neoschwagerina 

sp. Pselldodoliolina Sp. 等を産出し，後者よりは N.meg，ω;pherica arataniensis その他を

産する。一般に Neoschwagerina 帯上部より Yabeina 帯下部に急速な岩相の変化が認め
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られる。

Yめ~na 帯: 本地域においては Y. shiraiwensis帯として認められる。角諜状石灰岩で

鳥山はY. shiraiwensis, Y. pinguis, Sumatrina longissima をあげ，村田は本帯の下部
でN.meg，ωrpherica， Verbeekina douvillei を伴うとしている。鳥山は下位の N:dol.αIÏllei

E帯との聞に不整合を推定している。しかし村田は不整合を認めていない。野上によれ
ば阿哲石灰層群と寺内層において Y必eina 帯を認め下部の Y.shiraiω側is- Y. sp. A 亜

帯と上部のY. shiraiw側is jj[帯とに区分し下部の亜帯倒防としては Y. shiraiwellsis 

以外1 1::. N eoschwagerina その他をあげ上部亜帯は Y. shiraiwensis のみとした。 ζの乙

とより考えれば秋吉のものは阿哲における上部の亙帯Ir.対兆し得るものとも思われるが

N. megaspherica その他を伴うととろもあるととから秋吉の Y. shiraiwensis 帯は阿哲の

両者を含めたものに対比したい。しかし秋吉石灰岩には Y. shiraiwensis のみよりなる所

が N. douvillei 亙帯I!:.直接し地域的不整合があるかも知れない。蔵目喜石灰岩において

は N. meg.仲herica 帯の上に Sumatr抑制服帯が認められ，乙の帯の上部は麦谷層

の砂岩I!:.漸移し石灰磯岩のレンズを含む S. allnae 帯は Neoschwagerina 帯最上部より

Y. shira舵ensis 帯下部Iζ及ぶものと考えられる。

Yabeina 帯は小沢儀明により赤坂石灰岩において Y. globosa 帯として認められたが

Y. shiraiwensis 帯との関係や，いわゆる Lepidolilla 帯の問題があるがζ~Ir.は紙数の関

係で ζれについての意見は述べない。

本帯I!:.対比される非石灰岩層: 堤層上部(鳥山の白岩層) ，河原上層上部(鳥山の三本

松層) ，大田層群八重ケ厚層，筏場層下部1r. 1ま何れもY. shiraiwellsis を産し本帯I!:.属す

る。その他，麦谷層上部，日j享層lともおbeina sp. を産し本層Ir.対比されよう。



岡山県阿哲石灰岩の紡錘虫にもとづく

化石層序について*

佐田公好**

筆者は岡山県阿哲石灰岩の層序と紡錘虫化石動物群について， ζれまで研究をすすめ

てきた。と乙 iとその概要をのぺる。

石炭~二畳系阿哲石灰岩は，紡錘虫化石Ir.より 9 化石帯Ir.区分されうる。石炭系は，

下部より ， Endothyra帯， Millerella帯， Profusulinella帯であり，一方ニ畳系は ， Ps，ωdo・

schwagerina帯， Parafuslllina帯， Neoschwagerina 帯，Yí抑ina帯そして Lepidolina帯

が識別される。

Endothyra 帯は，阿哲石灰岩層最下部に発達し，数種の Endothyroid foraminifera 

Ir.よって特徴づけられる。 ζの化石帯の化石内容・時代対比については別の機会に報ず

る予定である。 Millerella 帯は，阿哲台の北部と南部両地塊K発達し ， Millerella marｭ

blensisやM. inflecta等からなる。 ζの化石帯は北米のChesterian-Moロ'owan の Millerella

帯IC対比の可能性がある。 ProfUSlllinella 帯 (SADA， 1961) は Profllslllinella t07か'anzai ，

P. rhomboides 等からなり、秋吉の P. beppensis 帯 (TORIYAMA， 1954, '58) ，福地の

Profllsulinella 帯 (IGO， 1957) K対比される。 Fusulinella 帯は ， F. sp. A を特徴として，

や h広域IC分布する。乙の{乙石帯は秋吉の Fllsulinella biconica 帯 (TORIYAMA， 1954, '58) , 

福地の Fusulillella 帯 (IGO， 1957) ，北米 Texas， New Mexico の Mud Springs Group 

の Fllslllinella 帯 (THOMPSON， 1948) に対比される o Pselldoschwagerina 帯は，下部K

Triticites kanmerai で特徴づけられる部分が存在し，上部Ir. Pselldoschwagerina saigusai 

で特徴づけられる部分が存在する。前者は秋吉の Triticites silゅlex 亜帯 (TORIYAMA，

1954, '58) ，北米 Texas の Glass Mountain 地域における early Woltcampian r∞:ks 

(BOSTWICK, 1962) Nevada の Bird Spring formation (RICH, 1961) , Kansas の Five

Point formation (THoMPsoN， 1948) の各 TI・iticites fauna K対比される。後者は秋吉の

Pseudofusulina vulgaris 亜帯 (TORIYAMA， 1954, '58) および Pselldoschwagerill11-

Pselldofusulina vulgaris 亜帯(村田， 1961) Iζ対比できる。 Parafusulina 帯は，下位IL

Pseudofusulilla krafJti を特徴とする部分と上位Ir.Parafusulina kaerimizensi・s を豊富l乙

含む部分とに分けられる。前者は秋吉 (TORIYAMA， 1954, '58) の Pseudofusulinaalllbigua 

亜帯1<:: ，後者は Pm・afusulina kaerimizensis !l[帯にそれぞれ対比できる。 Neosc hwagerina 

帯 (SADA， 1960，喝 1) は司 Parafusulina kaerimizensis 亜帯の上位IL分布し ， Neoschwaｭ

gerilltt dOltvillei やその他の Neoschwagerina および Verbeekina で特徴づけられ，秋

吉および吉備高原各地の N. doltvillei または N. margaritae 帯K相当する。 Yabeina お

* Biostratigraphy of the Atetsu limestone, Okayama Prefecture, based upon 
the fusulinid Foraminitera. 

特広島大学教養部地学教室
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よぴ Lepidolina fauna (SADA, 1960，明)は寺内砂岩頁岩層中 1<::発達し，前者は主とし

てお~beina shiraiwensis で，後者は Lφidolina imamurai で特徴づけられる。前者

は Y必eina gl，めosa 帯に後者は球磨層の Lepidolina 帯に対比されうる。

阿哲台における石炭系と二畳系の境界は ， Pseudoschwagerina帯(くわしくは Triticites

kanmerai亜帯)の下におかれ， Fusulina 帯や北米でいう Missourian-Virgilianの Triticites

帯は欠如しているものと考えられる。 T. kalllllerai 亙帯はさきにのべたように. 北米

Texas, Nevada, Kansas の Pseudoschwage1加帯下部 (Tritici加で特徴づけられる部

分) f<::相当するものと考えられる。つぎに ， Neoschwagerina douvillei 帯と Parafusulilla

kaerimizensis 帯との間には ， N. craticulifera* 1<:: よって特徴づけられる層準は識別され

ない。 Neoschwagerilla dOllVillei 帯は石灰岩礁岩からなり ， Parafusltlill<l. Pseudoschｭ

wagerina 帯を覆う。石灰岩礁岩の礁には下位層準からの derived t価ils が含まれる。阿

哲台の Nelω'os釘ch~初vageゲrÍ1胤 douvフlillei 帯と Parafuω仰4ω似S幻ul肋i1仇na 帯の間lζ;はま， ζ のような層序的

hiatus が観察され， 今村 (1959) は先棋不整合としてこれを論じた。また乙の Neosch­

wageァina d oltvillei 帯相当の化石帯は，吉備高原各地にみられ，阿哲地域におけると同

様の現象を確認できる地域がある。

* N. craticulifera は N. douvillei 帯に共在種として認められる (SADA， 1960, '61) 



霊仙山(岐阜県，滋賀県)の Pseudoschwagerina，

Parafusulina Zone と各地との対比について*

小池敏夫料

緒言

鈴ケ山地北端iの霊仙111周辺に， ニ長系の石灰岩が広く分布する乙とは古くから知られ

ている。筆者は数年来乙の付近の地質調査に従事しているが，紡錘虫化石帯のうち，霊仙

1111L顕著に発達する Pseudoschwagerina Zone, Parafusulina Zone について，種々興味

ある事実が判明しているので， ζζにその大略を述べ，さらに今回のシンポヲュウムの課

題IL そって，霊仙山と中部地方，中園地方の各地域との対比を行い，且つその際生じた問

題点を述ぺ，諸賢の御批判を仰ぐ次第である。本研究を進めるにあたり，終始御指導，御

助言をくださった東京学芸大学鹿沼茂三郎教授，埼玉大学森川六郎教授，東京教育

大学橋本亘教授，猪郷久義氏，東京学芸大学石井醇氏11:深く感謝致します。

地質概観

霊仙山を構成する石灰岩は輝緑凝灰岩を密接に伴って発達する。 ζれら石灰岩相(霊仙

山石灰岩と仮称しており の周囲には， 薄い石灰岩，輝緑凝灰岩も挟むが，主として砂

岩， 頁岩， チャートなどの非石灰岩相が分布する。両者はしばしば断層によって境され

る。 ζの境界は古くから衝上断層として取扱われてきたものであるが紳*， 筆者の現在ま

での調査では，それについて積極的に肯定したり，否定したりする決定的事実を見つけて

いない。石灰岩帯の中はほぼ北北東方向の軸をもっ幾つかの摺曲の組み合せからなる複

雑な構造をしている。石灰岩帯より東部の非石灰岩相地域は断層によって幾かのブロッ

クに分けられるが，殆んど水平層で， ζれがかなり広い地域にわたって続いている。西

部(琵琶湖の東部)では断層が最も著しく発達しており， 多くのプロック IL分けられ，各

々の地層の走向，傾斜はまちまちである。今後さらに精査する必要があるが，霊{山山石灰

岩は岩相tとより次の三つに分げられる。

1. 白色石灰岩(約 250m)

2. 黒色泥質石灰岩 (約 250m)

3. 暗灰色石灰岩 (約 600~700m)

白色石灰岩はその殆んどが魚卵状，または角礎質であり，石灰岩帯の中の東部に顕著に

発達する。黒色泥質石灰岩は中央部IL良く発達する輝緑凝灰岩の直上IL重なり， しばし

ば黒色チャートのコンクリーションを含む。暗灰色石灰岩は全域にわたって最も広く分

布し，場所tとより魚卵状，角穣質，またはドロミティックになる。また幾枚かの薄い黒色

キ Pse叫doschwagel'ina and Parafi叫sulina Zones of the Mt. Ryozen area and their 
correla tion. 

紳東京教育大学

制キ滝本清(1936) : 滋賀県犬上郡霊1111山付近の地質構造・地球，第 26 巻. pp.l-l1. 
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泥質石灰岩を挟む ζ ともある。石灰岩帯の中の西部では11音灰色石灰岩は厚い輝緑凝灰岩

と互層をなす。

以上，三種類の石灰岩の上下関係ぞ明らかにする乙とは，前述のように石灰岩帯の中構

造が複雑である為に非常K困難であるが，筆者の現在までの調査結果では，白色石灰岩と

黒色泥質石灰岩とはほぼ岡崎異相の関係、にあり， 乙の両者の上KII音灰色石灰岩が重なる

もの と考えている。

紡錘虫とその産出状態

前述した各々の石灰岩から産出する紡錘虫は次のとおりである。

白色石灰岩

Bi加aeUa 0問u叫s'is MORIKAWA & ISOlVII 

SιhubeγteUa hingi DUNBAR & SKINNER 

S. gira'l!cli (DEPRAT) 

Schwage1'i1叩 tsche門Iyschewi (SCHELLWIEN) 

S. hroto加 i (SCHELLWIEN) 

S . ιhihsiaensis (LEE) 

Pseudoschwage'rina cf. subsPhaericαNOGAMI 

Parasιh凹αge門官αSp. A. 

Pseucloft!s叫l同日 U叫19cwis (SCHELLWIEN) 

黒 色 泥質石 灰岩
Sclmbertella hingi DUNBAR & SIGNNER 

S. girα叫cli (DEPRAT) 

Pseudosch加age円ηα5叫bsphαe'rica NOGAMI 

P. sαnzegate叫sis FUJIMOTO 

Parasιh加agerina ha加achiensis KOIKE , n , sp 

A Gervoschwagerina sp. A , 

Pseudojl日叫li叫α vulgω'is (SCHELLWIEN) 

H音灰色石灰岩

Sι}る加α歪en悼α ιιγvicalis (LEE) 

Pseudosιhwαgerina cf. scheUw印刷 HANZAWA

Aærvosιhωageグma sp 目 B.

Pse叫dofus叫hna v叫19昨日 (SCHELLWIEN)

P. ι0附plicata (SCHELLWIEN) 

P. α刊刊仰nitica (DEPRAT) 

P. d叫:go叫te刊sis Ross 

P. sp. A 

P. sp. B. 

上述した紡錘虫の産出状態について簡単に述べてお く。 白色石灰岩帯には Schubertella
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の類が密集して産し，また Schwagerina chihsi，仰sis も非常に多い。Pseudoschwagerina

ct. subsphaerica は非常に稀である。 Paraschwagerina s払A.は Paraschwagerina akiｭ

yoshめlSis 11:似ているが，&舗が W白temGla路 Mountains の Leonard Formation から記

載した Paraschwagerina sp. A. I乙もよく似ている。黒色沼質石灰岩に圧倒的に多いのは，

Schubertella の類，Pseudoschwagerina sllbspルlerica， Pseudoschwageri加 samegaiensis，

Paraschwagerina kawachi.仰のである。 Paraschwagerina kawachiensis は森)I1が近江

長岡から記載した Psuedofusulina kansasensis Ir.似ており，かなり大型である。暗灰色

石灰岩には Parafllsulina Ir.近い ，Pselldofllslllina がかなり含まれる。 Pseudofusulina

sp. A Pseudofitsulina sp. B.がそれである。三者の石灰岩から産するおeudo/;ωlllina

vulgaris は各地で知られている Triticites と共存するものとは違い非常に大型である。

紡錘虫が密集しているととろでも，同じ属では 1~2 種類しか含まないのが普通であり，

岩棺と紡錘虫の種類とは密接な関係があるように恩われる。

対比

本地域の最下部の石灰岩から Triticites は産出しない，また上部の石灰岩から標式的な

ParafusJllina や Neoschwagerilla は見い出されていない。 ζの事実を一つの手がかりと

し，また紡錘虫の内容を吟味しながら，霊仙山石灰岩が他地域のどの層準に対比出来るか

を考察してみたい。(第 1 表)前述のように霊仙山石灰岩の下部にあたる部分から ， Acerｭ

voschwagerina, schellwieni 型の Psuedoschwageri加を産する乙とは，中部地方におい

てニ畳系 Ir.入ってからの石灰岩の堆積が顕著になったと思われる場所 (藤原岳， 養老，

伊吹，船伏，根尾， 八幡，丹生川)で石灰岩が Acervoschwagerina や schellwieni 型

Pseudoschwagerina などの出現と同時Ir.始まるという ζ とと共通している。飛弾山地の

石灰相(猪郷が丹生相と命名している)の発達の始めは大体 Acervoschwagerina の出現

と一致する ζ とは， 既Ir.森川や猪郷11:よって注目されている。 ζのように霊仙山石灰岩

の下部の紡錘虫が中部地方の石灰岩の下部から産するものと共通しているのみならず，

それより上部Ir.産する多くの紡錘虫も非常に似通っている。そこで伊吹，八幡，丹生川な

の層序と産出化石の判明している場所について霊仙山石灰岩との対比を行ってみる。 伊

吹(小林)では彼の Pseudoschwagerina Zone の Acervoschwagerina Suhzone から，

Parafllsulina Zone の下半部の Pselldofuslllina anめigua Sul】zone の中部まで(厚さ 200

~250m) ，八幡地方(鹿沼)では Pselldoschwagerina Zone のうち Pselldoschwagerina 

llddeni やお側dofusulina を多く含む部分(安久閏層 300m+ )，丹生川(猪郷)では東

部の久手層の大部分，中部の曽手層の下部，西部の白井層の大部分が霊仙石灰岩と対比出

来る。

次iζ中園地方の石灰岩地帯とも同様な ζ とを試みる。まず阿哲(野上)では Pselldosch­

wageriηa sllbsp加erica Sut予zone の中部から Pseudofllsulina 叩19aris Zone をへて ， Pseuｭ

dofllslllina kraffti m耳gna Subzone まで(厚さ 250m) が，霊仙山石灰岩と対比される。

阿哲ではおωdofuslllina vulgaris の類のように， Tri・'ticites とも共存し，且つ生存期間

の長い紡錘虫以外11:，多くの R・eudofllsulina， Schwagerina, Paraschwageri・'lIa， Ps，拙・
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doschwagerina を産し，特!r. Pseudoschwagerina subsphaerica, Schwagerina sp. A. , 

Schwagerina sp. D. f，J. どのよう1<::，霊仙山 lとも見られる紡錘虫を産す。

次lζ秋吉(鳥山)であるが，乙 ζではかなり問題がある。鳥山はニ畳系の下部を Pla"

Rβ， Plγ と三分した。 Plø は Triticites simplex Subzone で， Pls は Pseudofusulina

vul garis Subzone であり ， Triticite のみを産す Pla， の下部以外，量の差乙そあれ T7.iticites

と Pseudofusulina， Schwagerinaなどが共存している層準である。 Ply は Pseudo..βlSzûina

ambigua subzone で，下部は Pselldofusulin仏 Schwageri:却を多く含むが，まfだ': 7幻3子"'riイi

tおd昨iたicit，加eω5 を産する丸。 中部は Pseωlldo.祈f戸ìzs抑ul肋仇a仏， Schwa，暗:ge白'er舟i仇na のみからと令t り‘ 上部は Pse仰u.

dψ4仰sulルi~加ω夙， Schuω/age:ゲri仇na と共lκζ Parajρ守弘':llSl“ω仰5幻ωslllina k加aeげ例rill叫ω1Ïzensis， Parafuslllina edoellsis 

などを含む。従って霊仙山石灰岩との対比を敢えて試みるなら . Plγ の中部のみが対比可

能になる。そしてその層厚は 15-5m という非常に薄いものになる。

次Ir.半田(河野)では二畳系の下部K Pselldofusulina vulgaris Zone，その上Iζ Parll­

fωulina kaerimizellsis Zone が設定されている。 Pseudofusulina vulgaris Zone は Sch.

wagerina, Pseudofusulilla 以外にかなりの Tritici加を含む。従って霊仙山石灰岩と0.;:'

対比を敢えて行うなら ， Pseudofllslllillavlllgaris Zone の上部がそれに相当するであろう。

秋吉と半田とでは， その各々から産する紡錘虫の種類と種の組合せば非常に良く似て

いる。しかし秋吉，半田の両地域と霊仙山をはじめ中部地方の各地や阿哲などと紡錘虫に

よって比較した時， かなり大きな違いがある乙とに気がつく。 その一つは秋吉，半田の

Pseudofusulina の種類が非常に限られている ζ とである。中部地方，阿哲l乙産する紡錘虫

と秋吉半田のそれとの共通種には， Pselldofusllli抑 制19aris ， P. 叩19aris gl伽'sa. P. 

ambigua, P. kraffti 押zagna， Schwagerina okaflljii司 Sh. krotowi などがあげられる

が，いずれもの'iticites とも共存していた乙とのあるものである。秋吉司半田の Pseudo­

fusulina , Schwagerina の大部分についても同様な乙とがいえる。中部地方，阿哲に特徴
的に産する多くの種類の Ps，ωdザizsulina や il..cen!oschwagerina ， schellu'ielli 型の Pseu­

doschwagerina は秋吉半田では見つかっていない。 もう一つ異る点は.石灰岩の中で

Triticites を最後に産するととろから Parafusulina， Neoschwagerina が出現し始めるま

での聞が，厚きにして中部地方，阿哲では数百メートルあるに拘らず，秋吉、半困では数

メートルから数十メートルしかなく，非常に接近しているという乙とである。

以上，乙れらに関して様々の解釈が生ずるであろうが，筆者は二つの解釈をもっている。

そのうちの一つは，秋吉，半田では中部地方.阿哲K特徴的な紡錘虫を含む層準が欠けて

いるとする解釈である。 さきほど霊仙山と秋吉半田との対比を行った際“・・対比を敢え

て試みると・・"と表現したのも，実は秋吉の Plγ の中部，半田の Pseudofllslllilla Zone 

の上部は霊仙山石灰岩の下部，あるいは秋吉，半田のそれらの化石帯はより下位のもので

ある可能性も考えられるからである。

第二の解釈は，秋吉，半田の石灰岩は中部地方，阿哲のように石灰岩が種々の岩相から

なっている処とは違い，その岩相が単調であって石炭紀から殆んど変っていない為に‘産

出する紡錘虫の種類も限られているという考え方である。前述したように，霊山において

も岩相によって紡錘虫の種類もかなり限定されるという観察は乙のような解釈をも可能



秋 -:L' 
ロ

J.身、

日

烏 11.1 (1957) 

Parafusuli1ta 
kaerimizeηsis 
Subz. (Pma) 

Pst!udofuSltlina 

a111biguu 

Subz. (Ply) 

α
 z
 
F

)

 

.

a

&

'

A

H

M

1

 

1

b

'

i

i

 

5

2

 

1

:

t

 

M
N
耽

n
v

，
伊
炉
λ

d

u

M

M

 

U
U
A

は

a

p

r

L

 

s

q

u

 

p
 

Tl'iticil{'.s 

simjうle，v

Suhzonc (Pl�) 

半

1時I 野 (1959)

a

・
ほ

制H

￡

・

1
z

'
'
e

句
♂

t
e
-

η
z
z
 

w
.
u
'
b
 

れ
山
刷H
u

d--G

>

u
c
 

t
z
 

p

h

 

Pseudofusulina 

vulga1'is 

Subz. 

Triticitcs 

ozawaz 

S11bzonc 

田 1fI~ 

野上 (1961)

哲

錦

EｭI
 

臼
刊M

小林 (1957)

吹

表

)¥ -
h
f
 i
 

品
川
叩
・

丹生

務郷 (1960)

l
 
1
 

•• ,, tm't 
Z田

山
山

,aqB 

山

鹿沼 (1958) 小池 (1962)

Pa叩fwmlina I I Pαγαfusuli1la 
IweYﾏmizensis I I kaeyimizensis 
Subz. I 1 S11bz. 

一一一一ーしH ・ H ・ .1-一一←一一一一-1.... ・-…| ← 1... ・..…1- 一一一一一一一I...? ・..，--一一
l-'seudo/usulilla 
krafjti magna 
Subz. 

-av 

,,‘ ・

3
2
u

a,,. 
川
崎
，
O
T
 

り
H
・

4
b，
.

μ
h
v
'
q
L
 

ψ
駒
山

d
H

州
S

M

か

ρ
ν
 

CAV P
 

Pscudoschwageｭ
nna 

subs�lt(uwica 
Sub父.

QUlls'~fl tsul i 1Ut 
IOl1gissima 

ttlthlla 
- Pseudoscltwa 
gertna 
1Ullw.zawai 
Subz. 

PSClIClofl!suliω 

αmbigua 

Subz. 

Accrllosιhwa­

gertna 

Subzonc 

J>α'.1'afusttlilla 

kael'imizensis 

Pseudoscltwagl.! -
rina teddcni 
A CCI'1Josc!twa/j lド

rina f1ワ Z問οloi

PsettdofH.mli 11(1 
g'll.1yoenszs 
Pseudofusuli'lza 

ambiguα 

Pal'afttsulina 

hira'vuensis 

Psclt(lofusttli lla 
para!eraffti 
Pscudofusttlina 
ωnbigua 

Pscudosclzu.lα'ge­
rina tzt1n.icla 
A cervoschwageｭ
rina endoi 

Psezulofusuli1111 
dugoutellsis 

Psettdofzlsuli附t
c(>11lþlicata
A ceY1JOschwa/jl!ｭ

rinα spp. 
Pseudoschwagｭ
ertna 

subsphαeriια 



昭和 38 年 8 月 化石第 6 号 19 

にする。霊仙山石灰岩に対比きれる層準の石灰岩が秋吉，半田で薄いのは堆積環境の影響

とも考えられるが具体的には分からない。

いずれにしても秋吉，半田の両地域，その他，石炭紀から二畳紀の中 -上部まで続いた

地層の見られる地域(青海，大原，帝釈)の詳細な野外での観察，また古生物学的，岩石

学的資料が必要であって 3 それによって，いずれの解釈を合理的なものと考えるかが決ま

るであろう。

むすび

(1) 霊仙山石灰岩 (800 ~1000m) か ら は，中部地方の他地域と同様に Acervoschwage­

rina, schellwieni 型の P~ eudoschwagerina や多 くの Pseudofusulina を産する。木石

灰岩の下部からは Triticit -，を産せす\上部からは標式的な Parafusulinα ゃ Neosch・

ωagerina を産し なし、。

(2) 秋吉，半田から産する Pseudofusul口w は， その種類も限られ， 中部地方IC見 ら

れる上述の紡錘虫を産せず，また Triticites と Parafusulina ， Neoschwagerina の産出層

準の間隔が非常IC接近している。

(3) , (2) に対して二つの w釈が考え られる 。

1) 秋吉，半国では中部れ方K特徴的な紡錘虫を含む層準が欠けている。

2) 秋吉，半間の石灰岩1・1 変化が単調であるため，紡錘虫の種類も限られている。



舞鶴層群の層序と化石群

一ーとくに腕足類化石群とその変遷について一一*

清水大吉郎**

西南日本内帯の舞鶴地帯IL主として分布するこ畳系・舞鶴層群は諜岩を多く含むとと，

チャートのない乙と， 非変成であるとと等によって内帯の他の非石灰岩相古生層と区別

されるが， 化石もかなり多い点が特徴の一つでもある。著者は中沢・志岐・野上らとと

もに舞鶴地帯の調査を進める中で舞鶴層群の層序・化石群を明らかにするととができた。

(清水・中沢・志l技・野上:舞鶴層群の層序， 1962) 舞鶴層群の多くの化石はいくつかの

化石群にまとめられ，時代的IL移り変っている。 ζれはニ畳i紀末の造山運動IL伴う古生理

の変化K支配されているものである。

1. 舞鶴層群の層序の概略

本層群は京都府舞鶴市付近を模式地として命名された。舞鶴市南方での層序は次のよ

うである。

上部層: 頁岩・砂岩IL礁岩をはさむ (800m 以上)

中部層: 粘板岩一頁岩・石灰岩レンズ (550m)

下部層: 粘板岩・輝緑凝灰岩・緑色および黒色千枚岩 (700m 以上)

上部層には LepidoZilla toriyamai 化沼群の紡錘虫が含まれ， 上部二畳系に対比され

る。

ζの層序は舞鶴地帯のうち南よりの部分に広く適用されるが， 中央部と北よりの部分

は異なっている。 中央部では上部層の上位IL公庄層が見られる。 また北よりの部分では

中部層に相当する位置に級化成層の発達する相が見られる。

公庄層は砂岩・磯岩・頁岩のひんぱんな互層で，同時侵食も見られ，三角州性の堆積物

である。(層厚 250m 以上)

乙れらの層序・岩相区分を南北断面として示すと第 l 図のようになる。

2. 舞鶴層群の堆積葱境と古地理

舞鶴層群の下部層・中部層は南の丹波帯IL広く分布する古生層(丹波層群)の上部IL対

比される。従って乙の時期は広い海域として続いていたと推定される。

上部層は黒色頁岩・礎岩の多い ζ と， 岩相変化の著しいとと分布が細長いととなどか

* Stratigraphy and paleontology of the Maizuru group, with special reference 
to fossil b-rachiopod assemblage and its vertical change. 

' 京都大学理学部地質学鉱物学教室
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第 1 図 舞鶴層群の岩相・化石群と層序区分

ら，細長い内海K堆積したものであって，両銀!Jの陸から急速に堆積物が運ぴζ まれた ζ と

を示している。

公庄層は海退の最後の時期の三角州堆積物である。
ζのような堆積環境・古地理の変化は二畳紀末の造山運動Kよるものであって， 化石

群にも大れ、影響を与えている。

3. 舞鶴層群の化石群

乙れを大別すれば，紡錘虫化石群と腕足類一二枚貝化石群となり，両者がさらに区分さ

オ1る。

A. 紡錘虫化石群は少なくとも二つにわけられる。

a. Lφidolina loriyamai 化石群(第 l 表)

b. Palaeofusulina-Reichelina 化沼群

Lepidolina 10のa仰i 化石群は舞鶴群の化石としてもっとも顕著なもので， 上部層な

いしそれに相当する砂岩・礁岩・頁岩相に産する。 とくに石灰質細磯岩に含まれるとと
が多い。 乙の化石群は九州|の球磨層のものに対比され上部ニ畳系を示す標準的伝もので

ある。
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第 1 表

LePidoli坦a tor勿a隅M 化石群 (NOGAMI， 1958) 
Leφidoli担晶 kumaensis

LePidoli伽 toriyamai

Lepidolina torかamai maizurensis 
Yabei仰 colu隅bia担a

Yabeina shiraiwensis 
Yabei冊a gubleri 
N eoschwageri伽 cf. margaritae 
Pseudodoliol初a gravitesta 
Schwagerina acris 
Schwagerina pseudocrassa 
Schwagerina sp. 
Par，ゆsulina? sp. 
Codonofusiella c聞uculata

Nank初ella spp. 
Wentzellella nabae刊sis

WaagenoPhyllum sp. 担det.

August 1963 

Palaeofllsulina-Reichelina 化石群は Palaeofusulina sinensis, Pala“![usulÏ1ux ctr. 

sinensis と Reichelina maおllshitai からなり，中部層またはそれに相当する粘板岩相の石

灰岩レンズから産し，他の化石とはほとんど共存しない。乙の Palaeofusulina と Reiche・

lina は共存していないが，非常に似た岩相から産している。 乙の両属は華南の長輿石

灰岩では共存しているので，一応まとめて一つの化石群として扱った。 Lepidolina

toriyamai 化石群と Palaeofuslllina-Reichelina 化石群は共存しないが， Palaeofusulina が

Lepidolilla より下位の場合， Palaeofllslllina が Lepidolina と I王立同層準の場合，と

Reichelina では Lepidolina とほ Y同層準の場合がある。 た'> Palaeofllslllina-Reichelina 

化石群の含まれる粘板岩相はほとんど常K砂岩・穣岩・頁岩相よりも下位になっており，

Palaeofuslllina-Reichelina 化石群も LepidoU.河a toriyalllai 化石群より下位になる(少く

とも舞鶴層群では)乙とは明らかである。 PalaeofωIllùux や Reichelina は Lepidolùux な

どとは全く系統の異った紛錘虫であって，生態的にも異なっているから， ζの両化石群の

上下関係を系統的問題として論ずるととは恐らく適当でなく， むしろ環境の支配が大き

い乙とを考えるべきである。

B. 腕足類一二枚貝化石群には次の三つがある。 乙の三者は共存せず， また直接の上

下関係はわかっていない。

a_ 高内化石群(第 2 表)

b. 河東化石群(第 3 表)

c_ 公庄化石群(第 4 表)

高内化石群は中部層ないしそれに相当する粘板岩相の石灰岩レンズから産するもので，

中部ニ畳系を示す。
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第 2 表

高内イじ石群
Le.少tod叫s richthofeni 
5q叫amularia indica 
5qua隅叫laria elega叫初la

5q叫a抑制laria cf. calori 
5trφtorhynch叫s kayseri 

5treptorhynchus sem紗lanus

Martinia elegans 
Kiangsiella delωidens 

5trophalosii骨a tibetica 

Neospi円了町 sp.

Tachylas押2a Sp. indet. 

第 3 表

河東化石群
Derbyia aZtestriata 
Dcrbyia cf. grω2dis 

Derbyia hemisphaerica var. radiata 

Der砂ia sp. 
Chonetina substroPho刑制oides

Cho叩etina cf. 5troPhome帽oides

Choneti叩a 例atsushitai

Lissochonetes biPaタtita
Lissocho叩etes 刑orahensis

Lissochonetes cf. avicula 

Lissochonetes spp. 
Productus (Dic砂oclostus) gratiosus 
Prod. (Dic砂ocl. ) cf. 例argaritatus

Pヤod. (Dicかocl. ) sp. 
Li叩oprod叫ctus kiangsiensis 
Linoprod叫ctus 仰terrupt叫s

Aulost切'ges dalhousi 
Hustedia grandicosta 
H叫stedia i時dica

Eolytωnia 冊akazawai

Avic叫lopecte叩 sp.

PleuroPho叩s sp. 
PseudoPhylliPsia sp. 
Bryozoa 
Crinoid stems 

23 
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第 4 表

公庄化石群
Costatoria kゆ勾刷hii

N eoschizodus permicus 
Bakevellia gujoensis 
Acti骨:odo棉toPhora aff. kaおUYeIIsis

.. Pleurophorus" tenuistriatus 
Avic叫lopect附 sp.

Septi問:yalina sp. 
Allorisma sp. 

BelleroPhon sp. 
B叫cano少sis sp. 
Spinomargin~如a 担iPponica

Schellwie抑ella rubel' 
Schellwie刊ella regularis 

Orthoteti担a sp. 

“ Conularia" sp. 
Bryozοa 

August 1963 

河東化石群は上部層ないしそれに相当する砂岩・諜岩・頁岩相It:産するが， 石灰質砂

岩にもっとも多く，頁岩や細礎岩lとも含まれている。 ζの化石群は Lepidolina t01ち町'Ilai

化石群とは共存しないが，産出する岩相は互に非常によく似ており，また産出地点も非常

に近接しているので， ほず同層準を占めるものと解される。化石内容からみても上部二

畳系に対比会れる。

公庄化石群は公庄層からのみ産するもので.二枚貝が非常に多いのが特徴的である。上

部二畳系を示し，舞鶴層中最上位と考えられる。

4. 対比

舞鶴層群の化石Kは日本の他地域と共通するものが少いので，対比は容易ではない。化

石では Lepidolina ωrか'amai 化石群が，また岩相で下部層の輝緑凝灰岩相が対比の基準

とされる。

隣接する丹波帯の古生層・丹波層群で層準の明らかな最上位の紛鍾虫はNeoschwagerilla

σaticulifera であって，その上位KBryoz倒， Waag81lOphyllltm illdicum ， 二枚貝 (Halobia

?)等を産する層準があり，さらに上位に厚い無化石の砂岩層がある。輝緑凝灰岩は“Neos­

chwagerina帯"とそれ以下It:発達しており，“ lVaagenophyllum-Bryo醐帯"にも見られ

る。従って舞鶴層群下部層は“Neoschwagerina 帯"ないし“Waag，仰.phyllum-Bry，卿a

帯" It:対比する ζ とができる。兵庫県西部では丹波層群最上部と考えられる無化石砂岩層

と舞鶴層群の Lepidolilla toriyamai を含む砂岩・諜岩・頁岩互層が小さい断層で接して

おり，舞鶴層群より上位iとあったものと考えられる。 ζれらの乙とから，舞鶴層群中部層

(粘板岩相)と丹波層群上部とを対比するのが妥当であろう。
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第 5 表対比表

中園地方のいくつかの石灰岩台地での最上位の紛錘虫はおbeina shiraiwensis 帯で，そ

の上陀無化石層がある。乙れらは舞鶴層群の中部層1<::対比されよう。横山・佐田がおゐ1・na
shira抑制is の帯上に設定した Lepidolina 帯は Yabeina shiraiwensis 帯の一部と含めら
れるか，あるいはそれと Lepidolina toriya1llai 帯をつなぐものであろう。

舞鶴層群の上部層 (Lepidolina toriyω即i 化石群)が南九州の球磨層やその他の上部ニ
畳系Ir.対比される ζ とは言うまでもない。

舞鶴層群の中部層・下部層はさらに北上山地の叶倉統，華南の茅口統， Salt Range の中
部プロダクタス石灰岩に対比され，上部層・最上部層(公庄層)は登米統‘楽平統，上部
プロダクタス石灰岩に対比される。

5. 舞鶴肩書草の化石群の変化と理境の変化

舞鶴層群の堆積環境が下位から上位にむかつて，公海→内海→三角州と変っている乙
とはすでに述べた。

紛錘虫の Palaeofusulina や Reichelina が Lepidolilla toriyamai などでおきかえられ

ていったのは， ζのような堆積環境・古地理の変化によるものと考えられる。 ζの変化
の対応関係は腕足類・二枚貝化石群の場合はもっと明瞭である。

高内化石群はほとんど腕足類からなっており，とくに Reticulate Spiriferids と Ortho.
tetinaeで特徴づけられる。次の河東化石群は非常に多くの Pr<吋uc悩.cea (productidae と Cho・
netidae) で特徴づけられ， Spiriferacea はなくなっている。また ζの化石群は二枚貝が増
加しており， 三葉虫色含まれている。最後の公庄化石群はむしろ二枚貝化石群といえる
ほど二枚貝が多く，腕足類は非常に少い。しかも Productacea は少くなっており，とく K
Chonetidae はなくなっている。

二畳紀末の海退期の動物群の変化は多くの例が知られており， 北上山地でも登米層に
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第 2 図舞鶴層群の化石群の変化

は腕足類はなく Bellerophon などの巻貝が優勢になっている。腕足類のなかでも環境によ

る差が見られる ζ とは多くの例がある。ソ連沿海州の上部二畳系について LIKHAREW は，

下位の Organogenic formation と上位の vulcano・terrigenous formation とで腕足類化石の

内容11:変化の見られることをのべている。即ち前者11:は Enteletes‘ Strepωrhynchus ，Spiriｭ

fer問、白maroρ1ωria， Hellliptyclzina , Phricodothyrisヲ Prorichthofenia， Spiriferella 

が特徴的で， Productid は非常に乏しく Chonetes s. 1.はほとんど欠けている。乙れに反し

後者11:は Yakovleria (= Muirwoodia) , Linoproductus, Chonetes s. 1.が特徴的としてい

る。乙のよのな化石群の変化は舞鶴層群l乙見られるものと似ており， 同様な環境の変篠

を反映しているものであると考えられる。

しかし一方， 乙の古生代末の動物群の変遷は環境変化のみによるものではなL 、。 Salt

Range での例が示すように環境(岩相)の変化がほとんどなくても古生代型の動物群は中

生代型のものによって急速におきかえられてゆく。舞鶴地帯の場合も， Productid ゃ Or出0・

tetinal は二畳紀末で絶滅しても，二枚艮の“Schizodus" や腕足類の Rhynchonellids など

はひきつづいて三畳系の中に多く見られる。従って古生代末の動物群の絶滅・交替を地

球外あるいは非生物的なものに帰するととは適当でなく， 動物の適応・分化・特殊化と

いった進化の問題としてとらえてゆくのが正しい解釈への道であると考える。



広島県産ペルム紀大型化石について(予報)*

早坂一郎・西川 功

要旨

広島県比婆郡東城町三原野呂の石灰岩台地の数多の露出地点で，西川が 10 年にわたって採

集した極めて多数の標本中，紡錘虫類以外の化石についての，中間報告と君主せらるべきもので

ある。産出点と，それぞれの箇所の露出状況，産出状態等につき，西川がまず，地質略図とカ

ラー・スライドとを用いて説明した。次に，早坂は，既に鑑定された，及び大凡見当のついた，

約 100 種{海綿類約 4，サンゴ類約;11，綱虫類約 3，腕足類約 30，二枚貝約 13，巻貝類約

18，頭足類約 12，三葉虫類約 3) の中，保存良好のもの及び珍らしいと恩われるものなど，約

60 種と，例会当日西川が新たに携帯した数十個の標本(保存状態の例として)とを回覧して，

それらの示す古生物学的及び層序的性質を簡単に説明した。

紡錘虫類については，藤本教授その他の調査があり，やがて発表される筈である。それらの

中には，いくつかの産地点で， Macro-fossils と伴って採集されたものもある。わが国では紡錘

虫類の種属を目安とする bio-zoning が広〈行われているか，そこにはなお種々の問題がある

もののようであるし，又，時代論はなお結論に達したとはいえぬらしい。一方， Macro-fossils は，

ベルム紀としては珍らしいと恩われる属(巻貝d削帥'Phalus など)や長命の種(腕足類の 2， 3)

などを含むし，叉，ベルム紀の区分の重要な拠点たるアムモノイド類の 5属 (12-13 種)程が，

2045 地点に産した多数の佑石の中に混じている。論旨の要点は: (1) わが国のペルム系中に

は，紡錘虫類以外に，重要な多くの佑石が埋蔵されている (三原野呂のものは一例である)。

(2) 古生物学，地史学の考察に当つては，紡錘類以外の{じ石をも，それらと同様に研究すべき

である。時代論ばかりでなく相 (facies) の問題をも考慮する必要がある故に，無視されては

ならない。 (3) 資料は広範囲にわたる故Uそれぞれの種類の専門研究者又は研究希望者逮の分

担に依って，従来とり残された面の知識を速かにとりまとめる心裏がありJ注くて，シシリー，

テキサス，ティモール，ウラル，中国，西オウストラリア等々のペルムとの比較研究に貢献す

べきであろうと考えられるわけである。この目的のために協力するグループをつくるというよ

うなことはのぞめないであろうか?

キ On some Permian macro-fossils from Hiroshima Prefecture, ]apan. (A 
preliminary note) 



総 止与
口 討 論

太田 M illerella と E旬dothyra の区別はどうか。

沖村 E叩dothyra には軸の回転があるので明確に区別できる。

太田 Millerella にも軸の回転するものがあり，両者は Wall の構造で分けるほかないと思う。

その場合再結晶作用などのため Wall による区別が困難なことが多いように思うがどう

か。

?中村 Verticalaxial section ではむずかしいこともあるが， horizontal axialsection ではは

っきり区別できる。 Millerella で軸の回転があるとされているものは Pseudoendothyra

ではないかと思う。また，わたしは Millerella と E時dothyra だけで化石帯を識別して

いるのではなし佑石群にもとづいて識別しており，時代も化石群の特徴から考えてい

る。

太田柳田が腕足類を報告したウズラ石灰岩から Millerella 4種， Para例illerella2 種， Na'砕

kinella 2種， Staffella などの紡錘虫を 9-10 種みとめているが，この資料かちすると

Lower Pennsylvanian と考えられる。珊瑠化石群についても山際の研究によれば，

Loþhoþhyllidi.um 叫Z叫即時sis， Sかlidoþhyll叫隅 ozawai， Clisio�hyllum awa, C. sp., 
Lonsdaleoides toriyamai などがあり，ヴィゼアン型のものはみつかっていない。紡錘

虫および珊瑚化石によって示される時代と腕足類によって示される時代が異なっている

がどう考えればよいか。

早坂柳田ののぺたように腕足類だけでなく，その他の他石からも今後検討する必要がああ。

CZeiothyridi刊a royssi はチモールの二畳系から報告されている。

沖村 ウヅラ石灰岩産の小型有孔虫化石群は，私の Millerella 帯の特性をもっており， Lowest 

Pennsylvanian に考えている。

早坂腕足類にはヨーロッパと日本で出現の時期の異なるものがあり， 日本の下部石炭系の要

素がむこうの二長系から報告されている例もある。このへんにも問題があるのではない

か。

佐田 中国地方各地の Triticites si隅iþZex 化石群を石炭紀にするか二畳紀にするかについては

問題がある。河野・鹿沼はウラリアンにしてはどうかとの意見だが，北米では二畳系最

下部に Triticites だけで特徴づけられる部分があるが，これについてどう考えるか。

半沢鹿沼は藤本・半沢の論文にふれたが，小生の Zone of Triticites は U.S.A. の最上部

ベンシルヴニアン系の Kawvian 統の意味で， Triticites fauna で特徴付けられたもの

を意味し ， Triticites が卓越した統である。この統は，西半球の北米でも東半球の U.S.

S. R.のウラル酉麓の地層が擾乱を受けて居ない広汎な地域で認められて居る事である

ので， U.S.A. 及び U.S.S.R. の地質学者の説に従って来て居ったものである。日本で

も genus Triticites は Kawvian から Sakmarian にかけて分布している事は数十年前

から認められているので小生の Zone of Triticites は Kawvian を意味し Triticites

の Range Zone ではない。

2) Triticites Zone の基底に Permian 系の基底を置くと云う説があるが，本来の

Permian は，今日の Kungunan， Kazanian, Tartarian 統しか包含していなし、。併

し A.P. Karpinsky は現在Artinskian 統の化石を研究し，それを Pem由n とした。
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その後世界の古生物学者は Karpinsky の説に従って Artinskian 統を Permian 系の基

底部として半世紀以上も経過した。本来の意味によると Artinskian は石炭系に包含さ

れて来たが，今更これを石炭系のものとすると反って地質学上の混乱を起す事になるの

で Karpinsky の説に従って Permian に Artinskian を入れる事にして今日に至って

いる。 Artinskian は Kungurian の直下に来るものである。約 30 年前 Ruzencev は

Permian を Artinskian の直接下位にある Sakmarian まで下げ Permian の基底は

Sakmarian を以て為すべきと説いた。今日 U.S.S. R.の地質調査所の方針では Ru­

zencev の上述の説を採用している。

併しながら Sakmarian の直接下位に来る Kawvian を Permian の基底に更に下

げる可きだと説いた人は世界中に居ない。 Kawvian の化石は世界の古生物学者により

上部石炭系のものとして取扱われて来たので若し Kawvian を Permian に包含せしめ

ると世界の地質学界に混乱を起す事になる。系と系の境界或は統と統との境界は連続堆

積の海成層中に求められる可きであって，それは古生物学的考証に基く可きであり，地

殻変動の実証には無関係であると云うのが国際層位学委員会の現在の方針である。

鹿沼 Tt'iticites s加，plex 亜帯の下に境界をおくことをどう考えるか。

半沢 Pse叫doschωaget'i刊a に重点をおくのはおかしいと言うようにきいたが，それがふくまれ

ているならばその下に境界をおくべきである。もし含まれないなら Kawvian に考え

る。

河野私は日:本で言われている Triticites 帯のものが秋吉・阿哲にもあって Pse叫doschwage­

t'i棺a のでたところを基準にしてそれが飛騨の Pseudoschwageri叫a のでたところと対比

しようとしたのであって，石炭紀にするか二塁紀にするかをのべようとしたのではない。

佐田 阿哲の T円ticites ka削畑町ai !ll!帯をウラリアンと考えて報告したことがあるが，今では

二塁紀に考えている。 Triticites の type-species の wall を個体発生的にしらべると，

吉備高原地域の Triticites とは明僚な差がみとめられる。その差が石炭紀型か二畳紀型

の差異になるか現段階ではわからないが. Triticites 刑atsumotoi ・福地産のあるものは

type-species と同じである。すなわちそれは 4層構造の wall から tectum.keriotheca 

の構造へ発展し，吉備高原地域のものは 3層構造から tectum . keriotheca の構造へ発

展しているように観察される。

鹿沼 それで阿哲のものはどちらにするか。

佐田現在は一応二畳紀のものと考えている。

鹿沼 たとえばソ速では Triticites secaric叫s ・ T. 例atsu例otoi 型が C81a の一番下の層準から

でているのではないか。

佐田そうだ。

鹿沼 その後ずっと二塁紀型と日本でされているものがソ連では上部石炭紀にでる。問題はT.

matsumotoi . T. :>'a:yamadak仰sis のところから Pseudoschwagerina 慨orikawai がで

て，その後にもいろいろの Triticites の仲間がある。これをソ速の Triticites 帯として

みればその共通種が秋吉にもでる。これは勘米良も指摘した。 Pseudoschωageri仰の最

初の出現としないで，似ている化石君事からみればソ速のその上の大型の Pseudoschwage­

d坦a ができるところから二畳紀とみなされないかと思う。佐田の二塁紀型もソ速では
石炭系から沢山でている。
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早坂 Pseudoschwageri仰のでることが事実でも二畳紀の下限をきめるには別の要素がいるの

であって‘そこに問題があると思うが。この問題は紡錘虫だけではなし他の化石から

も検討する心要がある。

半沢 もともとサクマリアン化石群が上に似ているから二畳紀にしたのであって，紡錘虫をみ

るとそこのところのサグマリアン石灰岩から Pseudoschwageri却a がでてその下からは

でていない。

早坂 出ないと言うことに関しては，そこから出たと言うことが事実とすればそれはみとめ芯

るを得ない。しかしそのことからだけで石炭紀と二畳紀を時代論的にわけようと言う論

理には問題がある。

半沢先の二畳紀の考え方はソ連の地質学者会部が嘗ては賛成したものではなかった。

早坂 もし化石群で決定するならもっと沢山の化石群で考えなくてはならない。紡錘虫だけで

決定したのでは全部の人は納得しないだろう。

半沢 ウラリアンの決定されたことから考えて， Triticites 帯からでたものを二畳紀として記載

するのは混乱の原因となる。北米では非常に広範囲にわたって追跡された結果があって，

このことを考えてみなければいけない。 Pseudoschwagerina帯の下は米国では多くが傾

斜不整合だが， ソ速ではデポン系から三畳系まで一連である。ウラル，北米その他でも

すべてそうなっているのでは賛成した方がよい。したがって Pseudoschwagerina が観

察されるあるいはされないからと言う議論は論拠として弱い。場合によっては仕方がな

いが。

早坂 観察の学問の場合，ないと言うことの証明はほとんど不可能で，それを規準にして議論

するのは適当でない。あると言うことを大きな論拠にすべきである。

太田外国では Pseudoschωageri仰のレンジが下に下る例はないか，

半沢そのような例は知らない。

太田秋吉では Pseudoschwageri叩晶帯の下部で， Pse叫doschwage円.時a は非常に少し野外で

はほとんどわからない。ゃ、上部になって急に多産するところがある。

半沢秋吉の Triticites 石灰岩は Kawvian と考えてはいけないか。入っていないのは分けた

方がよく，それには野外の観察が大切である。

村田私の観察では Pse叫doschwageri仰の出現する層準の下に 30m 前後の Triticites ので

るところがあり，それにともなう T.ozawai. T.michiae は上の Pseudosch卸agerina帯

にも出る。それで下になる可能性もあるが二畳紀とし ， Triticites の部分を分けた。中園

地方の T.simplex 亜帯は他の化石群で検討しなければならないと思う。

早坂紡錘虫だけでなく化石群全体，たとえば大型化石などとの組合せでやるのがよい。

村田 たしかに日本では紡錘虫の分類が細分化されているが，大型佑石との関係はわかってい

ない。

早坂大型作石のなかには stable なものが多くみのがすべきではない。

半沢清水の報告で，舞鶴帯では Palaeofusulina sinensis が LePidoli仰 toriyamai の下か

ら出るのは，種，属の同定に間違いがなければ非常に不思議な産出であるo Palaeofusuｭ

lina sinensis が出るのは Chideru の長輿石灰岩で Lepidoli叩a とされたものはその

Socio 下位の茅ロ石灰岩だと思うが，地質構造が複雑で両層準の聞に断層があるのでは

ないか。
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清水 断層はないと思う。問題のあることはわかっているが現段階では私が報告したように し

か考えられない。 一緒に 5pirife1'i仰が出るので今後も検討する。

松本柳田の腕足類にかんして， Millerella. 帯のことで問題が出たがもう少し伺いたい。

太田 Staffella. の出ることから ， 問題のウヅラ石灰岩はどんなにI時代を下げてもスプ リ ングラ

ンで Na.nhinella. はチェスタ ー リ アンから ごくわずか知られているがここでは沢山出

るので問題がある。珂u瑚の方からも同じことが言えるが問題は E刊dothy" α にあって， 私

が Mille1'ella. などと混同していないかと言うことにも関係する。

沖村 Endothym はあくまで軸の回転のあることで区別され， 5ta.ffellα とは混同されていな

い。しか し 51αiffella. などは Pse?，tdo問dothyra とまちがい易く ， Pse~tdo問dothym spi-

1'oides 祁;と Mille1'ella 帯を混同する可能性がある。したがって化石群の特徴に重点をお

くと化石illfの特性もはっきり する。 Millerella. をとも な う化石群には下部石炭紀型の小

型有孔虫化石をみとめていないし ， ウヅラ石灰岩の有孔虫化石群は Millerella. の特性を

もっ ている。た f し Mille1'e llα gtga.叫tea らしいものその他も出ているので，それによ

っ て柿迫層ぐ らいに対比されるならば， イじ石1詳の差のあるところが必らずしもミシシ y

ピアンとペンシルヴァニアンの境界ではないので固執しない。

早坂 (後日書面を もって寄せられた意見)

提出された討論題目の半数がフズリナ類に依る上部古生界の分帯と， その地質時代論

に関するものである。論議は中国地方というよりは， むしろ全日本的な観点に立って行

われた。分帯は既に全国的な規準ができているわけだが， 時代論特に石炭紀，ベルム紀

の境界のことになると ， フズリナ類の分帯だ吋からは解決が容易でなさそうだ。思いつ

きや憶測はどうあろうとも， 現実は尊重されなリればならぬ。プログラムに迫力目された

半沢正四郎のフズリナ類分類の再検討に関する講演は時宜に適したもので， この類の化

石の研究に多くの示唆を与えたと恩われる。

一方，広島県下三原野呂産の多種多様な化石の中， 貝類， J腕足類その他の研究の報告

は， ベルム系中に， ブズリナ類は外の多くの化石が，わが国各地に産することに注意を

うながしそれらを ， 共産するフズリナ類とを同時に研究する この必要が提唱された。特

にアムモノイドの諸属の垂直分布が， 既にテーティス海域では，規準化しているので，

わが国のフズリナ石灰岩の諸帯の時代論の解決には室主主な役目をするであろう ， と論ぜ

られた。

秋吉地域のヴィゼアンあたりの腕足類の研究や舞鶴庖群の腕足類を主とする層序の研

究などは， わが国の他の地域の同様な地層の研究のために大切な資料となる。叉上部古

生界の中での小型有子し虫類の発達の庖序的発迷の状況を追跡した研究は， 少くもわが国

では異色あるものというべきで， 同じ方法が， たとえば北上，阿武限;等の地域， ならび

に， 今日まで化石の知 られていないとされている古期の地庖等にも応用され得れば， わ

が国の古生物学地史学の発展に大きく貢献する ことになるであろう。この方面の研究は，

今後開発されなければならないが， そのためには， たとえば現在の研究者沖村にいろい

ろな函で協力することが望ましい。

全体としていえば， 新らしい総に沿う研究者が現われた ら ， 同学の研究者迷が， ある

いは資料を提供し，あ るいは文献を紹介し ， あるいは意見をのベる， 等々の方法で奨励

す る という態度に出ることが， 学問を発展せる動機となると思う。



米合衆国北西部諸州第三紀層の花粉分析と

それに関連する諸問題*

中目 a馬 寛

要旨

*** CI 

北アメリカ北西部の第三紀層は，現在までに多くの植物化石学者の研究によって，世界

の化石フロラの中でもよ く調べられている。我々は北米合衆国第 3 紀の植物化石層の中

心地であ る北西部諸州のものについて花粉分析を行った。 ζれらの地域R_分布する地層

の層序学的研究は， 従来の研究者によりかなり明確な報告が位されている。現在進行中

の我々の研究の目的の一つは， 各地区の花粉フ ロラを明 らかiとして生態学的な証拠をつ

かむ事である。 ζ れまでに得た結果のうち， ζの問題に関連するいくつかの事柄の予報

を試みて見ょう。

一般に植物化石としては花粉や莱や種子等が出現するが， 業やその他の大型化石は概

してその生産量， 保存能力に制限されて堆fJt盆地のとく近くで堆積し化石化するのが常

である。一方花粉はその性質上ある広がりをもった地域の植生を表示する事が出来， 葉

やその他の大型化石にくらべてさらに広範囲にしか も大盆に分散するので， 従来と異っ

た商から研究し得る余地がある。花粉フロラでは特徴的に風媒花植物の構成をよく明ら

かにし得るが， 虫媒花縞物では花粉よりも莱や積子簿:の化石で判別される場合が多い。

それ故微ノト化石と大型化石との両者の共同研究が騒類の質的， 量的な問題を精査するの

K都合がよ L 、。

ζ の点K関し大型化石ではなかなか出現の機会の稀な革本やシダ類の花粉及び胞子，

たとえば， Caryophyllaceae, Cheno戸xl iaceae， Com卯sitae ， Cyperaceae, Malvaceae, Onaｭ

graceae, Polygonaceae, Umbelliferae, Lyco戸dium ， Osmunda , Polypocl i aceae 等が堤積物

から微小化石として新たに発見される場合がしばしばある。 そして多くの風媒花槌物の

花粉に混在して ζ れらが出現する様な場合には， その説明としてとく地域的な植生のも

のか ら由来したものである と いう解釈も出来る。

現在ζ の地域の空中花粉は，概して ， Pinus, T suga, Pseudotsuga-Larix, Junψerus， 

A rtemisia 等が主なもので他Iとそれ程高率ではないが，僅かに地域的lζ分布している樹木，

泌木，革本類の花粉が出現する。 ζ れに反し，第三紀の化石花粉は一般lζ現在ìlüt;itrに主と

して分布する針葉樹種と広葉樹種か ら由来したもの，即ち Abies ， Cednls , Picea, PiIlUS , 
“Tax吋iaceae" ， TS lIga, Alnus, Betula, Carya, Faglls , Liquidambar, Nyssa , Pterｭ
ocarya, Quercus, Tilia , Ulmus・Zelkova 等がある。 ζ の地域の第 3 紀の花粉フロラと現

在のアメ リ カ東南部あるいは日本の地表サンプルとを実際に比較してみ ると ， 11寺代と地

* Pollen analyses of the Tertiary of the Northw巴stern U. S. A. and the related 
problems. 

料東北大学窓学部生物学教室
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域を異にした ζれら両者の花粉フロラの組成はきわめてよくにている事がわかった。 ζ 

の ζ とは示された第三紀の花粉フロラは，現在のそのような地域の植生と同等のものか

ら由来したものではないかとの暗示を強く支持するものである。

植物化石学者は従来彼らの結論のーっとして，新第 3紀に於ける気候的な変化は，乙の

広範な地域において全体として semi訂idity の方向へ進んでいると述べている。花粉フロ

ラの研究の結果は必ずしも ζの説は支持出来ない事がわかった。すなわちArcto-Tertiary 

の member の変遷は古い時代Ir比すれば，確かに量的Ir減少しているけれども， Pli町田

で示される花粉フロラでも Miocene K引き続き ζれらの member が代表的な出現者で

ある。最終的にとれらの member が ζの地域から絶滅し去ったのは上部 Pliocene か，あ

るいは地域によっては，下部 Pleist∞:ene である。

乙の事Ir関連して化石花粉の中で一報に値するものは従来報告された事がなかった

Artemisia の出現及ぴその消長である。 Nevada の北西部， Calitornia の北東部， Oregon の

南東部等を調べたと ζ ろ， 乙の Artel7lisia の花粉は Miocene のものには全くないか，

あってもごく僅かであった。それに反し Pli∞:ene のものには大量に存在する事がわかっ

た。上部 Mi∞:ene 以前の我々の扱ったもので Arte11lisia が大量に存在したものは全くは

かった。

ζ の風媒花植物である Al-temisÎa 属の起源，1:関し想像される事は，当初の優勢な出現

を続けている聞に， Compositae Complex から分化したものであるのか，あるいは以前に

はごく限られた範囲内にしか生育してなかったものが単純に広範囲に分布するようにな

ったものかという 2 つの考えが想像される。

Traverse が行なった Brandon Lignite (Olig∞ene) の報告を除き，アメリカには主要な

第 3 紀花粉学の研究が殆んどない。 Traver田は各属の出現率を算定し， その百分率を基

としてあたかも Pleist促ene で行われるととくその ecology を論じている。少数の古生物

学者は第三紀の花粉定量の有効性を問題lとするけれども，注意深い，正確な算定を基にし

た生態学的層序学的な結論Kは極端な違いはないと思う。

第三紀の聞と行われた Savanna から Grassland さらに D閣はへと ζの地域における

変化の事実は一般に乾燥地に生育する動物の化石で論じられている。 しかしながら乾燥

地に生育する植物のうち最も普通に見られる低木や草本類は， 化石としては稀にしか残

らないものである。 ζれに反し花粉， 胞子は乾燥地であっても大量に堆積物から見い出

される。 ζの事は砂漠の起源を研究しようとする人々にとっては大きな関心を呼ぶ事で

あろう。

研究の一端として東部オレゴン州のColumbia PlateauのMi∞ene フロラは，量|葉，広葉の

混清森で北半球の一つの典型である Summer-wet の気候を指示している。出現化石のう

ち ， Ailanthus Alangium, Cednls , Cepha仰はlIS ， Cercidiphyllum , Glyptostr励。，

Keteleeria, Metasequoi・'a， Pterocarya, 7.elkova 等は既K北米から絶滅しているものであ

る。 Chaney は“Mぉcall で示された化石フロラは全体として東部アメカやカナダの現在

の森林の様相を暗示している"と述べている。一方花粉はどうか?中部 Miocene の 3 つ

の地点，即ち Mascall ， Blue Mountains, Stinking Water のを取りまとめて見るならば
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Common なものは T-C-T , T suga, Cercid伊hyll1l1n ， Celtis , Plerocarya, Al1/.u.s, Ericaceae 
等である。 Mascall の大型化石は 1870 年以来， 植物化石学者κよって調べられ， 46 genera 

68 s問問を記録さ れている。花粉を研究した結果これ ら にさ らに追加さ れたもの Ephe­

dra , αdr叫ん Corylus, Jugla叫ん Pachysand7-a ， Tilia, T suga, Compositae, Gramineae, 
Onagraceae, Ericaceae 等があり， フ ロ ラ的，生態学的な観点からの興味を大いに追加す

る ζ とが出来た。

一般に微小化石の研究によって以前Kは知られてとEかっ た新たな genera を追加す る事

が出来それによって 化石フ ロ ラの知識を広げ， さらにその百分率を出す事によって相対

的な頻度を算定し， それによって従来とは異った面で独立K 生態学的な様相を推定出来

る。他方花粉では Betula は極めて 容易lζ fl lnus か ら， 同様に よμglans は Pt町民arya

か ら判別出来るが ζれらは大型化石からのみでは， しばしば区別が容易でない事がある 。

ζ のよ う に大型化石での同定が困難なものであ っ ても， 花粉では極めて容易な植物群 も

少 くない。 古生態学は， 大型化石と微ノト化石の両者の共同研究の組合せでその成果がさ

ら に上る もの と信ずる。

---



手取層群植物群，とくに石徹白植物群についての概報と

日本の中生代植物地理区について*

木村達明**・関戸信次***

1.はじめに

筆者には， 1959 年以来，石川県石川郡尾口村尾添地区内，目付谷上流Iζ露出する手取

層群石徹白亜層群砂岩・頁岩互層(桑嶋砂岩・頁岩互層相当層)に極めて豊富かつ保存の

よい植物化石(その大部分は植物の原形の復元!ë:大いに役立つものである)を発見し，そ

の産状を調査し，かっその採集につとめてきた。その一部はすでに記載報告したがI〉，最

近ζの全容がほ Y明らかとなったので， 乙れを報告するとともにあわせて，木村が 1959

年以来， 日本の中生代において， 植物地理区が認められるととを述べてきたが，乙の問

題についてもふれる乙ととする。

本研究を遂行するにあたり， 遠藤誠道博士から終始御懇篤な御指導を賜わり， とくに

1962 年度には， 御老齢を省りみられず，腕峻な現地まで指導の歩を進められた。また石

川県小松市教育委員会， 小松市立博物館からは採集に必要な経費の援助をいただき，さ

らに， 小松市博物館研究員の方々には， 採集上はもちろん，資材の運搬，現地での露営

などすべての点にわたって絶大な御援助をいたTどいた。以上K対しととに深甚な謝意を

表する次第である。また筆者らは， 本研究にあたり， 文部省科学研究費および科学研究

助成奨励金を使用した。 ζ 乙 K毎年多額の研究費を与えられた当局に深く識意を表する。

11. 目付谷の植物化石

1. 採集地点およびその近傍の地質略説

目付谷は，手取川の支流，尾添川のー支谷で，白山火山釈迦岳 (2，053m) fr.端を発し，

北流する棋谷で，と乙 fC::述べる植物化石の採集地点は，その最上流部，東経 136040'，北

緯 36011' fr.相当する。

* On the Tetori Flora-A Summary notes on the Itoshiro Flora, with special 
Reference to the Mesozoic 丑oral provinces of the ] apanese Islands. 

紳 目白学園女子短期大学・高等学校

キキ* 石川県立小松実業高等学校

1) KIMURA, T: Mesozoic Plants from the Itoshiro Sub-Group, the Tetori Group, 
Central Honshu, ]apan. Part 2. Trans. Proc. Palaeont. Soc. ]apan, N. S., 
No. 41 , pp. 21-32, Pls. 4-6, Apr. 10, 1961. 
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地質の基盤は飛騨変成岩類で，本地点lζは走向， N20E， 傾斜 1O~30ES を示す砂岩 ・ 頁

岩互屈が露出している。 ζの互庖と飛腕変成岩類とは断層で接している部分しか認めら

れず直接の関係は不明であ るが， 谷筋K連続的K露出する地層の観察結果によれば，本

地点およびその近傍の屑序は ， 手取川本流地域において前回四郎Kよって認められた層

序 と大差ないものと 考えられ る 。 目付川を遡行すると 5 万分の l 地形図の紅沌(笑は虹

滝の誤まり)の上流約 1，000m の辺りより，厚い磯岩層および粗粒の砕屑物からな る地層

が露出し， 東南叙IJK緩い傾斜のE肖ヰ構造をなし， その延長は ， 手取川の支谷大杉谷を経

て， 白峰村牛首より東方の手取)11オζ読む地域11:露出している。 乙の磯岩層より上位の地層

は ， 前回四郎のいう手取眉群赤岩亜局群K相当するものである。 なお本地域には走向性

の断層が発達し， ζのため地周の繰返し露出が認められるこ とが多い。

2 目付・谷産の植物化石

現在までに発見識別された植物化石種はつぎの通りであ る 。

O 本表1とはなお多数の種が追加される見込みである。

0 本表のう ち ， 28. Cycacleoidea buchiall/ll叫は ， 赤岩!lli層鮮から産した ものである 。

3. 植物化石の産状

目付谷Iとおいて， 植物化石を多産する眉準は， 厚さほ).. 200m の連続的lζi笹積した砂

岩 頁岩互庖lζ限られる。その succession はつぎの通りである。

下位. • • Equisetites が圧倒的K豊富で，地層函Iとは ， Equisetites の根茎が縦横Kはりめ

ぐ ら 注れている。他の滋木種や喬木穏の1保条や樹幹はほとんど発見されない。

中位 革本性のシダの類，とくに Onychioρsis ， Cladoρhlebis が豊富で，下位の場合

と同様喬木種や議木種の業条や樹幹はほとんど発見されず， 例外的K ， Ginkgoidill7n や

Gi71kgoites の分離した菜)，を産する程度である。

上位. • •• Nilssonia , Dictyozamites , Diooll:ites ， αems などのソテソやベネチ テ スの類に

属する泌木種， Podozamites などのよう な喬木陸が他を圧倒して産出する。これらの濯木

種や喬木穏の樹幹の部分は砂岩- 頁岩互居中の砂岩層中は， 築条はおも K 頁岩中』ζ保存

されてい る 。

ζ の周準よ り 上位の地府中にはほとんど植物化石は発見されない。

以下は鉱者 ら の予察的な考えであるが， 純化石を多産する屑ilgは， 以上の植物化石の

産状や産出iみか ら 推測して その植物は現地生のものと考え られ る。 すなわち ， 当時 ζの

採集地点付近ははじ め Eqllisetites swamp が出現し ， 後し t:いに湖沼水が澗渇す る とと

もに ， 植性は ， 草本性の ものから濯木性， ついで喬木性のものへと連続してい っ たもの

と考え ら れ る のであ る 。

植物化石を多産す る場合， その植物は現地生と考え られる理由 と し てつぎのような事

実がある。 すなわ ち，

イ ・ 地問面K Equisetiles の綴茎や沈茎が無数に認められる乙と。 (下位の場合)

ロ NilSSOJlia. ， Dictyozamites, DioOllites ， αems な どの濯木種の樹幹は互屑の砂岩層

中 11:， ま た それ らの策条はその上位の頁岩層中に多産する ζ と。

ハ ・ その他分離した梁条片や校条片であって も その大部分が極めて保存状態の良好な
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第 1 表 The List of Fossi1 Plants (Mekkodani) 

1. Equisetites sp. nov. KIMURA et SEKIDO (E. 叫shimarensis OISHI emend ?)… A 
2. 。鈍，ychiopsis elongata (GEYLER) YOKOYAMA ・H ・ H ・..…...・ H ・..……...・H ・.....・ H ・..…A

3. Coniopteris bureje将sis (ZALESSKY) SEWARD ・・ H ・ H ・-…....・ H ・....・ H ・...・ H ・-….....・ H ・R

4. C. hymenophylloides (BROGNIART) SEWARD ………...・H ・-・・・ …・ H ・ H ・..…・… ....R

5. Cladophlebis dista刊S (HEER) em. YABE ……-…・-…...・ H ・..……………...・ H ・ ...A

6. C. exiliformis (GEYLER) em. OISHI ・ H ・ H ・-…........・・ …・…....・ H ・....・ H ・-… …・・…A

7. C. haiburnensis (LINDLEY et HUT叩N) BRONGNIART? 一一…・・…・ ............R

8. C. sp. nov. A KIMURA et SEKIDO …・・… …・ ・… ・・・・……・・・・・・……・ ・・ ・・ ・ー ・…… C

9. C. sp. nov. B KIMURA et SEKIDO ・・・ ……- … ・・ ・… -・ …・・-…・… ・- … …… C 
10. C. sp. nov. C KIMURA et SEKIDO ・ …・ … ・・ … …・・・・…・ ・・ ・ー…-・・・・・・・・・・・ー・ ・・ C

11. Adía開títes sewardi YABE...... ・ H ・・・…・・・・・・・・・……・・・・田・回一・・…・…・・・・・・・・・ぃ・・・・…… ・・・・・・・・ C

12. 5Phe開opterís sp. (5. goeppert�?) ・… …・・一 …・・…・・ ・・ …・・… 一…・・…ー ・ C

13. Díc砂oza隅ites kawasakii TATEIWA …...・ H・..…………・H ・ H ・......…………一一一A

14. D. i例a隅urae OISHI …・・・・…・・・田・……・・・・目・ a 田・…・・…田・・・田・・・・・・・・…・・・…...・ H ・...・・…… .....A 

15. D. cfr. im即時制rae OISHI. …・ … ー … ・・ ・・…………...・H ・ H ・ H・..………………・・ C

16. D. 問nifor仰S OISHI..………・……・ ・ …・・・…一…H ・ H ・-…一一…・……A

17. D. spp.' ・ ・・ ・・ ・・…・・・ ー ・・ ・・ ・・・・・ ・・・・…・・田・……・ ー .....…・一............ …......... ・・ ・・ C

18. Otoza隅ites e叩doi KIMURA .. … .. ・・ … … ・…・・…・田・・・・・回一…ー…・・ ・ ・ - ー …… C 
19. O. sp. nov. A KIMURA et SEKIDO ・........ … ・ ・・…・ ・・・・……ー・…・・・・・・ー・・・・・…・・・ C

20. O. sp. nov. B KIMURA et SEKIDO ・・・・目・田・・・ … ・・ ・…・ ・ ・ ・・…・… ・・…....一一・・・・・・・ C

21. O. sp. nov. C (=Dicかozamítes ? sp. nov.) KIMURA et SEKIDO ・・ ・・ ・ ......R

22. Cte抑is kaneharai YOKOYAMA emend KIMURA et SEKIDO ・・・… ・・・・ ・・・- …・….A

23. Nilssonia niPpo却問sis YOKOYAMA emend KIMURA 巴t SEKIDO …… .............A 
24. N. orientalis HEER .…...................・ ・・・・ H ・ H ・・…・・・・…・・…・ー…・・・…・ ・・ ー ・・ …… ..A 

25. N. kotoi (YOKOYAMA) OISHl … …....・ H ・-………....・H・-…・・……… .................C 

26. N.? spp. 一…・…… -・ ・……・・…… …・… ・・・ ・ ・……・ …・ ・・ ・・ …ー・・・…・・・・・・……R

27. Dioonites sp. nov. KIMURA et SEKIDO …・ ・ー・・… …・ … ・ …・・……・・・…一回・ー… A

28. Cycadeoidea b叫chia但叫隅 KIMURA et SEKIDO ………・......・・・ ・・ ・・…・・… .......A 

29. PteroPhyllum spp. '"・ H ・-・ …・・・・……… ・・…・・……....… ・・・・・・・ ・ ・ー ・・ …・・・ ・ ・...・ H ・ R

30. Ptilophyllu押t spp. ...................ー ・・ ・・… ・…・・・・………・ ・…・・・…・ ・ . . . . . . . . . . . . . . • . . . … .R 
.31. G仰kgoidi叫間 四a幼orsti YOKOYAMA emend KIMURA et SEKIDO …・・・・・・・・・・・・・… ..A

.32. Gi叫kgoites sibirica (HEER) SEWARD …...・ H ・..…...・ H・-・…………………..一一 .A

.33. G. digitata (BRONGNIART) SEWARD ……・…・ … ・・…一一…・……...・H・-…… ..A

.34. G. spp. …...・ H ・.. ・ ・・ …- 一 … ・・ …...............………・・……...・ H ・..... … ...・ H ・-・… C

35. Elatoclad'叫s sp. nov. A KIMURA et SEKIDO …・・・…・・回目目・ ・・……ー・………一.......… R

.36. E. sp. nov. B KIMURA et SEKIDO ……・・… 一 .. 一・ … ・・ …・・・・・ー・・・・……… ..R 

.37. Podozamites lanceolat叫5 (LINDLEY et HUTTON) ・・・・・・…・…・・…・・・・・・… ・・・・・・・一一・… .R

.38. P. 何inii GEYLER ..…・…・・・…・・…・……・・・・…… ・… …...... … ・…・・・…・・・……………A

.39. Taeniopteris e仰傾向ta OISHl ...…・ … ...・ H ・ H・-…・・・…………………….R

40. Se氾，d A .…....・・…….....…-…………………...・H ・…・ ……・・・ ・・…・…...........・ C

41. Seed B .一…・・・・・・.....…・・・…・・ ・・・・ ・ … 一 一・・………・・・ ・・ ・・ -・… ............C 

42. Seed C ...…・・・・・田・・・・・・….. …田口・・…・…・・・・・・……・ …・ ・ ・…...・H ・.....……...・ H・-・……… C

43. Seed D …・・・ー・・・・・ ・・・・… ・…・・・・…・・・回一・・田・・…・田・・ー・……・・・・・・・ ・ ・ ・ … ・ ・ ・ ・・・…- … C 
44. Problematica 

A: Abundant C: Common R: R品問
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乙と。

ー・ 種子の化石が比較的密集して産する ζ と。

ホ. 化石の産出量が極めて豊富である ζ と。などである。

採集地点付近の化石の産状をくわしく調査した結果， 同一層準の地層でもそのいずれ

の部分にも植物化石が多産するとは限らない ζ とが認められた。 したがって「植物層J

は Key Bed とはなり得ない。すなわち，植物が化石として多産するような部分は，その

地層がたい積するときの地理的条件と周囲の植生条件とによるもので， とのようにして

考えてみると， 植物種間の前後関係は短かい地質時代のはんいの中ではかんたんに論ず

る ζ とができない乙とになるのである。桑嶋層は古くから， いわゆる手取植物群と称さ

れてきた植物化石を比較的多量に産する ζ とて著名であるが， ζ のうち， 手取川流域の

植物化石産地K限ってみても， REIN が採集した桑嶋の化石壁の植物層，尾添の植物層，

柳谷，湯，谷の植物層lとも，草本種の優勢から喬木種の優勢(おもに Podozamitesreinii) 

K遷移する過程が認められる。しかしとれらのいずれの草本種が優勢である植物層も目

付谷の相当層と同一層準にあるとは認め難い。すなわち， あるせまいはんいのたい積盆

地の中でも， 植物の植生は場所lとよって異なり， したがって，連続する植生の歴史的断

面と地層の層準とは必らずしも一致せず， たがいに時間的に平行移動の関係にあると考

えられる。

以上の関係、は，桑島層だけに止まらず，木村の調査によれば，産出種はもちろん異なっ

てはいるが，岩室，来馬，大島(舞根) , 高知県介石山の植物層にも明かに認められる。

4. 目付谷産植物化石各論

植物化石種についての具体的な古生物学的記載は改めて行う予定であるが， ζ 乙では，

化石種それぞれについてかんたんlとその特長を要約する。

A. 

(1) Eq山，etites sp. nov. KIMURA et SEKIDO 

植物層の下位lζ密集して産出する。完全な現地性の産状を示し， 地層面tζ，無数の根

茎がはりめぐられきれ，根茎の一部lとは，長径 lcm ほどの塊茎が付着している。地上茎

は， 根茎の有節部より地層面!r.霊直に発している。花穂部分は未だ発見されない。本種

は，根茎はその印象で節間部が 20-30cm，節聞の中央部での径は 5-15cmK達する比較

的大型種である。 Equisetites ushi1l1arensis は塊茎と細い根茎だけに対して 1889 年横山文

次郎によって命名・記載された種であるが， 横山の標本が極めて不完全であるため，に

わかに本種との関係を論じ難い。

本種が植物層の下位により多産する ζ とから当時，乙の部分は ， Equﾎsetites swamp の

様相を呈していたものと考えられる。

(2) Onychiopsis elongata (GEYLER) YOKOYAMA 

D叩lerian から Albian にわたる日本の中生代植物群に共通して多産する。従来は葉状

体の先端だけが知られており， その全形状が明らかでなかったものである。今般の採集

により，本種は，背丈約 1m，葉状体基部lとそう生し，それぞれは長い葉柄を色ち，小業

片は先端部K群生するものである ζ とが明らかとなった。
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(3) Coniopteris burejensis (ZALESSKY) SEWARD 

および

(の Coniopteris ，;ψnenophylloides (BRONGNIART) SEWARD 
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いずれも大陸種で， 当時の日本中生代植物群中にはまれにしか産しないものである。

木村のいう外帯植物区にはまだその産出が知られていない。

(5) -(10) Cladophlebis 

実業が発見されないため， 形態属とされているもので， 日本中生代植物群の重要な構

成要素である。

Dic.砂opl.びllum s紅白 (-Carixian) !ζ産するものは，小業片が大型で，葉状体は一般に

二回羽状複葉である(例， Cladophlebis hai，如rnensis， C. radborskii) が， Onychiopsis 

series (Domerian-Albian) に産するものは小業片が小型で， 裾歯や深裂が多く，葉状体

は一般に三回羽状から四回羽状複葉となっている。

目付谷K産する Cladophlebis もその例に洩れないが， e くまれにではあるが， Cladoｭ

phlebis haiburnensis と区別をし難い，大型の小型片をもつものがある。 Cladophlebis は，

いずれの植物層からも多産するものであるが， その実葉はほとんど知られていない。 ζ 

の ζ とから考えると， あるいはその一部は， 極めて微細な種子をつけるソテツンダの類

であるかも知れない。

(11) A.dianites sewardi YABE (12) Sphenopteris s.ρ. (省略)

B. ペネチテス類，ソテツ類
(13-(17) Dictyzamites 

目付谷植物層の上位から極めて多産し， かっ原形の複元可能な標本が多い。花などの

生殖器官はまだ発見されない。本属は， 木村による先の論文にも再三にわたり述べた通

か木村のいう内帯植物区に特有な属であって， 外帯植物区からは， まだその産出が知

られていない。

第 2 表は， 日:本中生代のペネチテス類に属する種の時代的地理的分布を示したもので

あるが，植物地理区の区分lζ関しては後述する。

(18) -(21) Otozamites 

Dictyo!Zalllites と同様，植物層の上位に産し，優れた標本が多数得られたが，まだ生殖

器官は発見されない。本属は， 第 2表にみられるように，それぞれの種は，時代や地域

によって特有のように認められる。

(22) Ctenis kallehami YOKOYAMA emend KIMURA et SEKIDO 

上記の Dictyo.çzamites， Otozamites とともに産し，現地性のものと判断される。本種は，

はじめ‘ 横山又次郎によって日本の上部三畳系から採集・記載され， 後， HARRIS が

Yorkshire のヲュラ系から同種として記載したものであるが，いずれも標本が不完全なも

のであった。 乙乙 !L産した標本の一部はすでに記載・報告りしたが， その後，さらに優

れた標本が入手されている。 乙れによると，本種は， 基部と頂部とでは葉片の形状にか
なりの差異が認められる。

(23) Nilssonia llipponensis YOKOYAMA emend KIMURA et SEKIDO 
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本種は， はじめ横山又次郎によって桑嶋層から報告・記載された後， 大石三郎lζ よっ

て再ぴ記載されたものであるが， いずれも薬片の断片で本種の全容を知り得べくもなか

った。

本種は目付谷植物の中位~上位11:産し，葉片は 5~6 あって掌状K軸につく。軸の表面

は鱗片でお h われて， さらに太い幹に互生している。最近， Nilssonia の復元が各国でな

されつ h あるが，本標本はとの属の復元に貴重な原料を提供する ζ とになろう。

(24)~(26) 他の Nilssonia (省略)

(27) Dioonites sp. nov. KIMURA et SEKIDO 

現生の mωn 酷似する極めて大型の標本が入手されている。植物層の上位に多産する

喬木種である。

(28) Cycadeoidea buchiallum KIMURA et SEKIDO 

手取川の支谷， 大杉谷苛原地内K分布する赤岩亜層群の砂岩と薄い泥岩の互層中に立

木のま h の状態で発見されたもので，組織を調べてみた結果幹は明らかに Cycadeoidea

である ζ とが判明した。幹は砂岩層の地層面K垂直に立ち， 根を四方K張りめぐらして

いる。葉は，従来， Zamiopr.りllu1Il buchial1 1111l と称されていたもので3 幹の直立してい

る砂岩層の直上位の薄い泥岩層中Iζ幹を中心として掌状に拡がっている。 乙の産状は，

明らかに現地生を示すもので， 葉柄は明らかに斡の頂部に直結している状態が観察され
~. 

t、.。

従来，日本では Cycadeoidea は上部白亜系lζ産することが知られていたが，いずれも転

石中から発見されたりしていて，樹幹t:げのものであったが，今回の発見lとより ， Zamio・

phyllllm bllChia1l1111l (葉条)と Cycadeoidea (樹幹)のーっとの聞の関連と ζれが下部白亜

紀上位層から産する乙とが明らかとなった。

Zamiophyllum buchiallum は，木村のいう外帯植物区特有種の一つであったのである

が，今回との発見によって，内帯植物区においても， ζの赤岩亜層群のたい積当時には，

外帯より，乙の Zamiophyllu11I の侵入が行なわれたものであろう。

(29) Pterophyllum spp. (30) Ptilophylluln spp. (省略)

c. イチョウ類
(31) Ginkgoidiuln nathorsti YOKOYAMA emend KIMURA et SEKIDO 

古くから知られている種であるが，従来の標本ははいずれも葉の断片だけで、業の軸へ

のつき方をはじめ，本種の全容が明らかでなかった。

本産地からは，槌物層の中位~上位にわたって葉条の断片を多産するが，乙れを総合し

て検討した結果，本種の葉のつき方は，現生のイチョウのそれに極めて類似する点が認め

られた。すなわち，先端が叉状K分岐する薬(本種の特長)は，校条の先K短かい葉柄で

互生する。先端が又状K分岐しない披針形の葉 (1889 年の横山又次郎の記載に唯一の標

本が記載されている)は，径 1~1. 5cm，長さ5叩20cm，表層 11:鱗片のある軸11:， 6~7 枚

掌状につく。 ζれらは，幹や校11:互生するものと推定される。なお，細い技条の先には，

lまず毛主形，径 lcm ほどの毛主呆が付着している。迭呆は短かい軸をもっ技条につくが，そ

の表層部Kは樹脂が散在しており，現生の松柏類，とく 11:マツの毛主果K酷似している点が
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認められる。

(32) -(34) Gi/lkgoites (省略)

D. 松柏類

Fossi1s No. 6 

(35) -(36) Elatocladus sp. nov. A. B. KIMURA et SEKIDO 

August 1963 

松柏類は，概して大陸系のもので，日本では，外帯植物区東北亜区11:その産出が多い。

目付谷からは，わずかに葉条の断片が認められるにすぎない。
(37) -(38) Podozamites 

喬木種で， 植物層の上位から葉条や技条だげが多産する。入手された標本のうち，径

50cm ほどの樹幹l乙 Podozamites reinii の技条および棄の密生したものがあるが， との

樹幹の炭化の程度が進んでいるため，従来問題となっている樹幹の化石， Xenoxylonlatiｭ

por，ωUJn と葉の化石 Podozamites reinií との関係を直接的に明らかにする ζ とができな

かった ζ とは残念である。

しかし， 乙の炭化した樹幹の化石の性状は，組織の研究によって明らかに Xelloxyloll

lat争orosuln と断定し得る標本と比べて外観上異なる点が認められないため， ζの両者は

同一種である可能性が濃い。

E. その他所属不明の植物

(39) Taenio，ρteris elllar ginata OISHI (省略)

(40) -(43) Seeds 

現在まで遊離した 4種の種子が多数採集されているが，いずれも所属が不明である。
5. 石徹白植物群の地質時代

手取層群は前田四郎によって， 下位から，九頭竜亜層群，石徹白亜層群， 赤岩亜層群

11: 3 分されたが， ζのうち，九頭竜亜層群の時代は，産出するアンモナイトなどの化石に

よって，上部~ュラ紀， Oxfordian-Callovian 11:相当する ζ とはほ Y確定している模様で

ある。従来までは，いわゆる手取植物群は， 下部白亜紀最下部とされていた、いわゆる

領石植物群よりも時代的に若いものと考えられていた。

しかし，手取植物群は，先に木村 (1959) によって，九頭竜，石徹白，赤岩の 3 植物群11:

区分されそれぞれの開花構成種に差異が認められ2)句，またJe領石植物群"といわれてい

たものも， ζの中には，中部ヲユラ紀の植物群(例えば西中山植物群)，中部ヲュラ紀の

植物群(例えば，舞根植物群， 相馬植物群)， 下部白亜紀最下部の植物群(例えば，鮎川

植物群，山中地溝帯，紀伊半嶋中部、 徳嶋県，高知県， 熊本県下の厳密な意味での領石

植物群)および，下部白亜紀中部~上部の植物群(例えば，徳嶋県傍示層の植物化石，八
代植物群の)を包含している。 したがって，乙のような事情のもとでは，“手取植物群"

が H領石植物群"よりも時代的に古いとは一概に断じ得ないととになったのである。

2) KIMURA, T.: On the Tetori Flora (Pa吋 1). Mesozoic Plants from the Kuzuryu 
Sub-Group, Tetori Group, ]apan. 1958. 
3) KIMURA, T.: On the Tetori Flora (Part 11). Addition to thc Mesozoic Plants 

合om the Kuzuryu Sub-Group, Tetori Group, ]apan. 1959. 
4) KIMURA, T.: Mesozoic Plants from the Yatsushiro Formation (Albian) , Middle 

Kyushu, ]apan (1963 MS). 
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石徹白植物群をふくむ石徹白亜層群の地質時代を決定的に断じ得る根拠はまだ存在し

ない。 したがって ζの目付谷の植物化石をふくむ石徹白植物群の時代も決定的に述ぺる

ζ とはできない。

しかし，石徹白亜層群が， その標式地の層序のうち， 地域IL よってその一部を欠く ζ

とがあったとしても，九頭竜亜層群 (Oxfordian~l1ovian) の上11::不整合(一部は整合)

の関係で‘重なっており，また，石徹白亜層群の上位lとは平行不整合(一部は整合)の関係

で赤岩亜層群が広いはんいにわたって分布している。 ζの赤岩亜層群の上イ立には不整合

の関係で，被子植物の化石をふくむ大道谷層，那留層などが重なっている。乙の大道谷層

(または那留層)は日本， とくに乙の飛騨地域においてはじめて被子植物の化石をふくむ

中生代層で‘ その時代も， 上部白亜系下部と考えられるものである。とのような層序の

もとでは， もちろん以下は筆者らの見解であるが， 石徹白亜層群と赤岩亜層群の時代は

下部白亜紀と考える乙とが妥当で， 石徹白亜層群の一部は上部ヲェラ系であるとしても

その大部分は下部白亜紀下部に相当するものであろう。石徹白亜層群の時代を~ェラ紀

最上部とする考えもあるが， そのように考えると， ζの飛隣地区では下部白亜系 11::相当

する地層が赤岩亜層群だけとなり，したがって上部ヲェラ系が極めて厚層となり，かつ下

部白亜系が薄層となり， 地層のたい積量と時代の長さとの聞に均衡を欠くとととなるわ

けである。

赤岩亜層群は比較的広い分布を示すととから， 筆者らは， 乙の地層は有回世の海浸lと

相当する時期のもと予察している。

以上，決定的な確証の得られないま h 現在のと ζ ろ筆者らは， 石徹白植物群の時代

を下部白亜紀最下部と考え，かっとの植物群は，厳密な意味での領石植物群(外帯植物区

において‘下部白亜紀最下部の植物群)と同時異相の関係にあるものと了解している。

III. 日本中生代の植物地理区について

1. Dictyoρlzyllll/Jt series と Onychiop泊 Sぽies 1940 年，大石三郎は，日;本の中生界

を植物化石Iとよって，古い)1頂から DictyophyllU1n， Onychiopsis および Angiosperm の 3

series !ζ区分した。 ζの区分にしたがって，現在の知識を加えてみると ， Dictyophyllu1n 

series は， Carixi阻まで， Onychiopsis series は， Domerian から Albian !といたる時代の

もの， Angiosperm seri缶はCenomanian 以降のものという ζ とになる。

2. Dic妙。ρhyllum 植物群.

藤ノ平期植物群(平松層，井手上層，熊倉層の植物群:)，佐川期植物群(平原層，桃木

層，山野井層の植物群:)，皿貝期植物群(成羽層，麻生層の植物群) ，下部ライアス植物群

(岩室累層，来馬層下部層，志津川層，山奥層，東長野層の植物群)が乙れに相当する。

乙の series !r.属する植物群は，地理的分布による相異はあまり認められず，時代による種

の変遷が比較的顕著に認められる。 したがって， 乙の時期には日;本において植物地理区

は認められない。第 3表は Dictyop句，zzU11t 植物群において，古期種と新期種を表示した

ものである。
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第3表 Dic砂oþhyllum 植物群の古期種と新期種

古期種 (-Norian)

d骨骨ularioþsis i向。少1・世ata， Equisetites 押lultid，仰tatus， E. naitoi (?), E. takaianus 
(?), p，勾Illotheca sp. , Todites recurvatus, Clathro�teris obovata, Dictyo�hyllum 
jaþ叩icu明， D. 仰thorsti， Thaumato�teris kochibei, Hausmannia de担tata (?), 
S�heno�teris gracilis, Clado�hlebis þseudodelicatula, Nilssonia acu羽lunata(?) ，

N. inouei, N. simタ，Ze%， Ptero�hyZlum yamanoiensis, Plagiozamites 例i抑制is，
Sage担oþteris 四ilsso担t仰a， Baiera eZegans (?), B. þa叫C争artita， Podozamites 
atsuensis, P. conCÍ'骨骨us， P. distantinervis, P. 世agatoe叩sis， P.schenki, Cycado・

caψidiu例 swabii， C. erde抑制ni (?), Cfr. Lφ，tost切bus Za%iflora, Sten�achis 
elegans, S包ede却borgia major, Pachy�teris ? sp. (?), Taenio�teris Zanceolata 
(?), T , mine担sis， T. yamanoiensis (?). 

新期種 (Norian-Lower Liassic) 

Equisetites iw創刊叫roensis， Marattio�sis muensteri. Tha叫matoþter-is eZongata, 
T. goψ'þel'tia押叫s， T. 刊iþþo冊ica， Dic砂ゆhyllum nilssoni, D. s�ectabille. 
Todites þr初ceþs， CZadoþhZ，出s gig耳目tea (?), Nilssonia brevis, N. muensteri, 
N. orie目 talis， Otozamites fujimotoi , O. 似:do喧旬開sis， O. Zallcifolius, O. 
molini抑制s， PteroþhyZl即時 a勾uale， P. jaegeri, P. þroþi吋uum， Ptilo::amites 
tenuis, S也edenborgia cryþtomerioides, Tae叩ioþteris gracilis. 

共通種
Neocalamites cal'rerei, N. hoerensis, Todites willia刑soi， Clathropteris menisｭ
coides (?), Clado�hlebis de叫ticulata， C. fastltosa , C. haibltrnensis, C. nebbensis, 
C. raciborskii, C. raciborskii integra, Gi叩kgoites digitata, G. sibirca (?), 
Czekanowskia rigida (?), Ptiloþhyllu隅 long柿lÌ!tm， Podozamites lanceolatus. 

3. Onyclzi・'opsis series と植物地理

植物地理区が認められるのは， OJlyclzi・ゅの植物群で，木村は，乙れを第 4表のように

区分した。

以上のうち，洛東区，豊浦区は， 外帯区と内帯区との混合型で， ζのうちとくに洛東

区は大陸からの影響が強く認められる。

各植物区IL共通する属種および特長的な属種は，第 5 表IL示す通りである。

Onyclziopsis 植物群においては，以上のように，地理的分布による属種相異が顕著であ

るが，時代による属種の変遷も認められる。第 6 表は ， Onyclziopsis 植物群にみられる古

期種を表示したものである。

第 6表 O叩'ychiopsis 植物群中の古期(ジュラ紀)種

Klukia exilis, Phlebo�teris takahashii, Sph問。ρters p仰向atifida， CladoPhlebis 
conci仰a， C.fertilis, C. kuzuryuensis, C. matonioides, C.osimae叩sis， Nilsso棺ia

ta骨akai， Pseudocte棺is breviþe叩nis， P. lanei, Otozamites beani, O. kondoi, 
O. sewardi, PteroPhyZl叫m proPinquum, Ptilophyllum pachyrachis, Cfr・.Zamites

j初eo棺is， Cfr. Z. magaphyZlus, Zamites toyoraensis, Elatoclad:叫s constricta, 
E. obtusifolia, Nageiopsis longifolia, Cfr. Podozamites dista押ti冊目'Vis.
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。nychiopsis 植物群lζ糠物地理区が発達するようになっ た原因は，ライア スから上部ヲ

ェラ紀にわた る，本州中ljitb部の地背|盗起に関係があるものと考えられ る。

第 1 図 OJ/ychiops'ﾍs Series に認め られる槌物区
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;錦 5 表 各植物 l丘に共通な属稀および特有な属種
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植物化石と地質時代の気候とについて*

遠藤誠道料

植物と気候とは大なる関連がある ζ とはよく了解されて居り， 植物の種類によって気

候帯を分ける事も可能である。 Nathorst，A G. はその著 Zur iossilen Flora .Tapans. 188814) 

の中 11:日本の気候帯を三つに分け，則ち

I. FiclIs Wightit1lza Zone あかう帯

II. Pinus Thullbergii Zone くろまつ帯

1II. Fagus c7・'enata Zone ぷな帯と記載し， (I) は日本群島最南部で九州，四国の

南部暖帯地方. (II) は太平洋岸のくろまつの繁茂する温帯南部，其北限は宮城県松島付

近で， (III) はそれより北方で青森県では海岸近くに「ぷ伝」が生育して居る。かくの如

く植物の種によって気候状況を判断する ζ とは古くから行われていた。植物の種によっ

て気候状況(主として温度と雨量を判断する ζ と)は出来るであろうが種によっては気候

に鋭敏でとEい植物もある「ひきかき J (Eurya japonica) は熱帯(パラオ付近)から樺太

寒帯まで生育する。併し上述「あ ζ う J や「乙もちしだJ rぷな」等は気候11:対して非

常に鋭敏で「ζ もちしだJ (Woodwardia orientalis Sw.) は南部暖帯lと多く繁茂してい

るが本州東北地方にはまれである。筆者の観察では常磐線植田!駅の東方 4km 位の岩間の

附近，小浜台の海岸の崖(猪の崖)で昭和 23 年夏 1m 以上lζ緊茂している「乙もちしだJ

(Woodwardia orienta1is) の群落を見たが此付近の海岸で崖の東南部は大そう暖かなと

ζ ろである。 きて化石植物から其当時の気候を判断するには其化石種が現生種と同一種

の場合は現生種の分布から， その化石が生育した当時の気候を判断する乙とは可能であ

ろう。化石植物では詳細なる研究によって化石植物と現生種とが同一種であるととを証

明されるものはあるが，証明しがたいものも少くない。仙台付近産の rSequoia sempe1" 

virens EndL Jゃ北海道の石狩統羊歯砂岩層から多量に産出する「おかくeま J "HゐodwLl1'dia

Japonica Sw. 等は顕微鏡下でしらべても現生種と同一種と見る ζ とが出来る。 ζのよう

な材料から過去の気候を判断する ζ とは出来るが， 今日は主として植物の外部形態から

地質時代の気候気温と雨量を判断して見ょう。

きて隻子葉植物(樹木)の葉縁と気候との関係についてはしばしば報じたように気候に

関連して変化がある ζ とは確実であるが是を更にしらべたと ζ ろを述べて見ょう。則ち

「パラオ」北緯 7。付近10) と「フィリッピン」北緯 130 から 200 付近16) の熱帯森林樹木

の葉縁を見ると二重鋸歯縁を有するものは一種もなく， 則ち熱帯潤葉樹木の葉縁で二重

鋸歯を有するものは 0% である。次に鹿児島の北東，竜ケ水駅(日豊線)北緯 31040' 附

近13) で鹿児島湾岸より高度 360m までの樹木の調査では二重鋸歯縁を有する種は「はる

にれJ (U1mns japonica Surg,) r きいちとJ (Rubus pa1matus Thunb.) r くまいちごJ

(R必us 11lorifo1ins Sieb.) 等数種あり，其百分率は約 2% ある。乙 ζでは前述「あ ζ う」

* Flora and climate in the geologic time. 
紳国立科学博物館
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伊ïcus ωightiana)帯の「あ乙う Jの大木が海岸7付近で見られ又「りゅうとrんたいJ(Aπgiop­

前is evecta) の 1m 以上のものも見られる我国南部暖帯の標式的地域である。

次lと八王子浅川の林業試験場研究報告第 63 号 (1953) 1りによると同実験林は 58 町歩

あり北緯 35039' 高度 183.49m 付近で， 野生植物 117 科 712 種あり，其中，澗葉樹木は

176 種認められる其中二重鋸歯縁を有するものは 12 種，約 796 である。此附近の高尾山

(600m土)は植物の多いと乙ろで 124 科， 839 種知られて居る。浅川実験林内には重要な植

物が多く， íζ もちしだJ (Woodwardia orientalis) í うらじろ J (Dicranopteris glauca) , 
「たちしのぶJ (Onychium japonicum) , íかにくさ J (Lygodium japonicllm) 等見られ，

叉樹木では「あらかし J (Quercus glauca) , í さかき J (Sakakia ochllacea) , í しい」

(Shiia Sieboldi) , íたぷのき J (Machilus Thllnhergii) ，等見られ化石植物11:関係あるも

のが少くない。次IL仙台の青葉山植物園(東北大学理学部附属)約 1 万坪の地域の野生植

物Iりを計算してみると，其樹木 154 種中，全辺葉のもの 33 種， 二重鋸歯葉 21 種で其

百分率は前者が 2196，後者が 13.6)6で先年筆者が調査した第二師団裏山のものとや h 一

致する。次に北海道に於ては宮部金吾，工藤祐舜両氏共著の北海道主要樹木図諮問で計

算すると潤葉樹木 74種中二重鋸歯縁のもの 20 種， 約 27% ある， 全縁葉のもの 9 種，

1296，鋸歯薬縁のものは 65 種で 88)6となる。先年筆者が計算した北海道雨竜郡沼田村、

北緯 43040'，高度 150m 附近IL繁茂して居る樹木で計算したもの，約 10% が全縁葉で，

9096 が鋸歯業縁のものであった。 きて日本新生代の化石樹木をしらぺた結果，塩原温泉

の更新世下部と見られる化石葉は 13)6が全j縁葉で 87% が鋸歯葉である。次11:中部中新

世と考えられて居る長野県篠井市茶臼山産植物化石は金縁葉 22%，二重鋸歯業 16% であ

る。北海道夕張郡羊歯砂岩層(幾春別爽炭層の下部)産化石植物では全縁葉 35% 二重鋸

歯薬約 10)6で始新世中部と見られる。以上を表示すると次のようになる。

貝jち，

|議海喜 I~ 海産 I {I[f 台|八王子|霊児島|ミクロ|浅 川 ケ水ネシアパラオ

10% 12% 21% 32% 46% 83% 

ミクロネシア，
27% 7% 2% プイリッピン

。%

I~羊歯砂桝中岩部層酪始産新化問世石樹跡木|曝灘中長掛雲罰部E伊中篠新世 | 下部更新世

35% 22% 13% 

10% 16% 37% 

以上の如く樹木の葉縁から考察すると八王子附近のものと中部始新世の羊歯砂岩層産

化石植物の百分率とは近く， 又中部中新世の茶臼山植物群と仙台付近のものとは似て居
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る， 廷に盗1W，下北11更新 l止の!1M物鮮と北ilíi道 1・H地ml1{l川ト.j'の植物とは ìli: fはであろう‘ 是を

気温と雨最IC換算すれば次の虫JI くになるであろうと見られる。 !\IJ ち， 議派下部更新iIt気

温 120C~30C雨量 1000mm 位篠井市茶臼山，中部中新l止，気温 7o~16oC 雨民 1100mmf:\/:

而して幾春別爽炭層，中部始新世，気温 9oC_UIOC 雨蛍 1900mm 位だったであろう。

(附言) 北海道全体の現生椛物の樹木の調査は調査種数が少なく，叉雨竜付近の樹木の

二重鋸歯縁の調査がなく此点、塩原植物化石君事との比較に多少の疑問があるが，詳細は， S. 

Endo: A Pleistocene j lora ot Japan 田 an indicator 01 cIimatic condition. 地質学雑誌第

43 巻， 505 号 1935 を参照されたい。
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花粉挙および古植物単講演に対する総括討論

大山(年): 花粉学とくに花粉分析について何か気づいたこと，足りない点などはないか。

徳永: 花粉分析のうちでも，第四紀層についての研究では， おもに今まで泥炭層ばかりがと

り上げられて来たが，第四紀全体の古気候論を考える上では，その聞にある岩石など

についても，研究することがのぞましいと，思う。

犬山: 第四紀層の花粉分析について，何か具体例をあげてほしい。

山形: 相馬氏と一言者に山形県蔵王で湿原と表層土の花粉分析を行った。その際現生植物の分

布と堆積物中の花粉化石を比較すると，花粉化石の中で Pin叫Sα としたのはアカマ

ーツ，戸としたのはハイマツ，ヒメコマツなどと考えられる。(さらに具体的な成果を図

示)そのほかの結果から堆積層形成時の古気候は現在より暖かと考えられ， さらに山

形県南部の中新統堆積時はさらに暖いと考えられる。

大山: 古気候判定の指準となるような古植物の観察については何か資料があるか。

遠藤(誠): 私の研究からして，自室紀は概して乾燥した気候が多いと考えられる。 というの

は Cycadaeae が繁茂しているからである。この Cycadaeae は乾燥した気候に多く

このことは現生種を育てるにも乾燥状態にしておかぬと， これらがよく育たないので

わかることである。

木村(達): 葉の肉の厚いということは乾燥あるいは混媛な気候を示してはいないだろうか。

遠藤: 暖い地方の植物の薬は薬縁が無鋸歯で，一方寒い所のものは薄いということがいえる。

大山: プイリッピンの方面では柑橘類が繁茂してい:æ;が， その他サルスベリなど多い。葉に

してみても葉縁に鋸歯のないものが多いけれど，樹木の下草などには鋸歯のあるもの

が多くみられる。こうした関連はどう云うように解釈したらよいか。

遠藤: 草類は日陰に茂り， 条件として日照が少ないからこうした形態をとるものが多くまた

形態上進化したものが多いということも考えに入れた方がよい。

木村: 化石植物に例をとって考えてみても CladoPhlebis はジュラ紀時代のものは鋸歯を葉

縁にもつものが多い。ところが Rhaetic-Lias の時代のものはこれらがない entire の

ものが多い。こうした関係については目下研究中であり， その参考として現生植物の

うち，下草となっているような羊歯植物をとり研究中である。

大山: 花粉や化石葉以外で，古気候との関連について研究されているものは何か。珪藻はど

うか。

金谷: 現在の所直接的に古気候とむすびっくということはないが，研究の途上にある諸点に

ついてのぺる。

海棲の珪藻が太平洋でどのような分布をしめているか， また現在の気候帯とはどう

いう関係を示しているか， ということが当面の研究である。 この目的に役立つのは

250 種ばかりある。海流の分布とはよく一致している。

また海底堆積物中の珪渓遺骸群集については北緯 500 から南緯500 に至る聞の海域

で行われた 120-130 の試料採取用試錐のコアーで研究されているが， その結果をみ

:æ;と北緯 40。より北の海域では珪藻が非常に多〈南へ下ると北緯 15。ぐらいから赤道

にかけての地域では青色泥がふえ Globigeri糊軟泥があり珪藻はいない。 また南緯
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250 ぐらいまでの太平洋西海域では主主務がいなし、。‘も

そうした関連から次の問題が考えられる。

(1) 海中に棲んでいる珪:泌が海底で死殻としてどうたまってゆくか。

51 

この例として海底堆積物中に保存されている珪藻とその地域の海中の珪藻とは異る

ことがある。 Cosci時odisctts は底質堆積物に多く海中には少いことがしられている。

(2) 大洋の塩分と珪藻との関係

ぺ3) 珪漢の ecology，とくに海水の物理・化学的要素との関連などである。こうした

ことから目下珪藻の difference group analysis を行った。

この group ànalysis によって珪漢の地域的分布がわかれば海底堆積物およびさら

に下位の地層中の珪藻化石から，地質時代の熱帯・温帯の資料がえられ，この点にお

いて古気候の問題と関連がでてくるだろう。

。

広島シンポジウムにおいては広島大学の今村外治教授に，また東京シンポジウムにおい

ては地質調査所の徳永重元博士に大変お世話になったので，ここに厚く感謝の意を表する。

(編集者)



International Commission for the Lexicon of Stratil1raphy 

小林貞一*

地j醤名辞典凶際委員会は 1929 年南アフリカ Prctoria.で開請通れた第 151凶万凶地質学会議で

設立されたオーストリアの Lukas W拙gcn が委員長となり， アジアの委員としてはイン V

の L.L. Frcmor が選ばれた。

1933 年ワシントンで関請通れた第 16 困万園地質学会議の機に本委員会が閲かれ座長\Vooù­

W乱rdからアフリカの巻のサンプルが出され Africa.， Amcrica , Asia, Austra1asia., Europc 

の 5 附とし，各々の cditor を決め，記載要綱を作った。後この編輯作業は日本では地質調釜所

で引受けられ渡辺久吉のまとめた草稿はインドの Fremore に送られた。

1937 年モスコーで関かれた第 17 回万園地質学会議の時の議事は不明であるが，兎も角も第

2次位界大戦の為に委員会の活動は休止し， 1948 年ロンドンに於ける第 18 回万国地質学会議

の機に委員会が再開され， E.B. Baileyが委員長となった。次いで 1952 年 A1gcr で閲かれた

第 19 回万園地質学会議では，本委員会を Commission for Stratigraphy fこ改組し， 米の

R.C. Moore が会長， J ohn Rogers が秘書となり， そのうちに 2小委員会が設けられた。

Subcommission for thc Lexicon of Stratigraphy. (主事 Jean Roger) 

Subcommission for the Stratigraphic Nomenciature (主事 H. Hedberg) 

地層名辞典小委員会のアジア部門は， Dubertrct が世話佼となり，日:本の部は兼子勝地質剥

査所長のもとでまとめられた。半沢正四郎は琉球篇を執筆したほか，帝洋諸島篇に於いて旧委

任統治区の部で寄稿した。台君事は畢所長初め台湾省地質調査所員で編輯された。朝鮮l瑚Hfこ関

しては特に世話人からの依頓があったので，東亜地質鉱産誌編纂委員会で協議し，朝鮮篇では

立岩巌が主筆となり，小林貞一，松下進が補佐した。満洲篇では上村美巳雄が編戦者となり，

遠藤隆次，抜本峻雄ら 7 名によって執筆された。

国際地層名辞典の出版の作業は 1956 年メキシコで関かれた万園地質学会議の頃までに著し

く発展し， 1958 年の目録では，欧洲・ソ連・アジア・アフリカ・ラテンアメリカ・大洋洲・

北米の 7巻となっているが，その大半が出来，北米に関しては USGS で独自に作ったものが既

に出ている。アジア部は 17 冊からなり，第 1 冊中共，第 9 冊中近東 (Afghanistan， lran , 

Turqui, Chypre)第10冊アラピア半島，第 11 冊の綜合テープルが未刊であった。そして 1960

年コベンハーゲンで開催の第 21 回万国地質学会議の機に本委員会が閲かれ， Roger 主事から

未刊の部分に対する要請と既刊の部分を改訂，補遺する希望が述べられた。

レキシコンでは地層命名の原典が挙げられ，最近の知識が摘妥されている，また主要文献が

挙げられてある。その外地名を示す lndcx Map. 文献目録.層序的及び ABC 項の索引が附

してあり，世界の地質学者の協力によって初めて出来た作品だけあって甚だ便利である。

* 古生物学会々長



v ﾙ W 慣り市

在ウエリントン 小 田G J込 犬

会と夏と;

1962 年 11 月下旬，あわただしく晩秋の羽!却を 11~び.1(ち， 機内で l 泊， さらに SyÙllCy で

1 p創民ると， 3 日闘にはもう南半球の夏の 13 ð'しもまばゆい\Vdlington であった。何んと地

球はせまくなったことか。おかげで 62 年から 63 年にかけて「夏一秋一夏一秋」という妙な経

験をすることになった。夏とはいえ最高気温 240C 位，北半球の昨冬の寒さを聞くと「天地J

いや「南北J23泥といったところか?

坂と港:

Ncw Zcaland 全域の約 20% をおおう 11寺代未詳中生代 Graywackc が Wcllil1gtol1 0) )tJ辺

でもはばをきかせて分布している。上下の判別が困難なくらい切断され，転位して，民家の裏

庭といわず，道路の切り割り，急にせまった海岸の崖等々， この町で見られる石はすべて腐っ

た graywacke 一色である。 New Zealal1d の地質屋さんもこの所謂 "Graywack巴"にはお

乎あげとみえて，層位構造はもとより時代もほとんど不明のまま投げられている。最も最近

l1fonotぬらしい破片 1 個が発見され Trias らしきものもあろうといった程度。 Wellington 市

は 1855 年の震災で，地塊が北西に傾勤し，市の南西側が数吹上昇し，それに便乗した埋立て

で，やや平地が広くなったとはいえ，一国の首都 Port Nicoloon の南西隅にわずかへばりつ

いた平地だけではとても足りるわけはない。官庁，商店街に平地をゆずり，市民の住宅は急に

切り立った丘陵の横腹てっぺんと目白おしに建てられていった。おかげで足(車)のないもの

は，坂道に往生させられる。

大学:

Ncw Zealand には大学は四つしかない。以前は総称して Ncw Z巴aland Ul1iversity その

うちの Victoria Univcrsity は 1897 年 115 人の学生と， 5 人の教授， 10 数人の講師とで，

N巴w Zealand University Victoria 分校として発足してから，急激にふくれ上り，現在学生

数 3600，教職員 200，文.理.法.経の 4 学部， 24 学科をようするに至った。 1921 年を境に急

激に膨脹したため敷地内に処せましと各種の建築物が雑居している。教会風の旧校舎，壁画の

ほとんどがガラス窓の新校舎，附涯の民家を買収してあてた文科系研究室などが 19 世紀末か

ら 20 世紀後半にかけての建築震を見るようにならぴ立ち，目下建築中の新ピル完成のあかつき

には，構内には道路を除く~地のーかけらもなくなるといった状態である。

数年前各大学は夫々独立の大学になったが，哲・のなごりで，学長はおらず， 副学長が各大学

の最高責任者。処定の高校で処定の単位を習得したものは，皆入学出来るとあって年々希望者

は増える一方， 1970 年には学生数 7000 をめ芝して，目下校舎の建て端し中である。入学して

キ Ncws from the Victoria University of ¥Vcllington 

、



54 Fossils No. 6 

から処定の期間に処定の単位数を獲得する e ー

と ， 授業料の大半が返済される仕組が最近

確立したので， 学生一同単位， 単位と忙し

いことである。何しろ， 入学l時に文科系で

1 30 ポンド近く(約 13 万円)あと 2 年間で

~OO ポンドの浅技染料を取られるのである

か ら，返して もらうに越した こと はないの

であろう。

面白いのは， パートタイム生の規定があ

り ， 働きなが ら 1 年務定を 2 <1p聞ですませ

August 1963 

られる ことである。 (例えば I 年に 4 単位の処 3単位しかとれなければ，来年やり直して 4単

位とらなければ進級出来ない。パートタイム生は 2 単位づっ 2 年間で 4単位とれる仕組であ

る)。特に 2年目の文科生の大半はパートタイム生で， 昨日教主主で見かけた産買が港で荷物を下

したり，本屋のレヂに立っていたりする。地質の学生で半年位遠洋漁業の船に乗ってきたのも

いる。

地質学教室 (Department of Geology): 

世界的に有名な地形学者 C.A. Cotton が 1 909 年講師として着任， 1 953 年退官するまで，

New Zeahmd 地質界に差是し た当教室の功績は大きし、。 Cotton 時士は退官後も Vif ellington 

に健在で最近も関ダ哉氏に投稿している。

Cotton の後をついで，岩石学のR.H . Clark を lE教授に Econom i c Geo logy のJ. Bradley , 

"Structural Outline of New Zealan d " の若渚である構造地質学のI-I.W. 'vV巴llman の両高Ij

教授， 徴古生物学の P. Vella，岩石学の M.H . Briggs 及小生の 3講師団下地球物理の講師を

公募中)が学生の指導の各個の研究に従事している。助手に相当する ものはな く ， 大学院生等

がパー トタ イムで各笑験幼手をつとめてお り ， 教授といえど も ， 実験の時には実験室にこも っ

て， 学生をみてやらねばならぬ こ とになっており ， 各国の大学と多少おもむきを異にしている。

大学は 3 年制で， 1 年目約 1 20， 2 年目 40， 3 年目 78 が地質の講義を聞いている。 1 ， 2 年

は日本の大学の教養課程式で 3 年になってから各自のJ;!f:!&が決る。しかし 3 年間の学生は野外

調査等の研究課題は与えられず， もつばら基礎の講義と室内決:験ですごす。講義， 実験のつま

っていることは，思いのほかで， 明から 1 2 I時一 I 時の昼休みもなく 5 時すぎまでみっちりとつ

めこまれる。数の多い 1 年目は分割されるので(百人以上入れる笑験室がないので}，夕方 6 時

一 7 時の言語義も聞かなければならないことにもなる。単位がとれると B.S. degr巴巴の帽子で卒

業という こと になるが。

地質屋で飯を食うためには B.S. Honou r の課程を少くとも 1 年間ふまなければならないよ

うに出来ている。何の こ とはない結局は日本と同じ 4 "r-制である。 B.S. Honour のコースに入

ると，研究課題が与えられ， 週一回のゼミナール以外は秘書主も実験もなく ， 研究課題に集中さ

せる。講義はないが， 読警と討論の強制('7)と ， っきっきりの研究指導で筋を入れてゆくとい

う方式は， 日本の大学院制度にも何か参考になるように忍われる。 B.S . Honour が一年すむ

と， M. S. コースに逃み， 一年又は二年で論文を提出し，口述試問の|調門を lì!i っ て，ニュ ー ジ

ランド地質屋の卵が形成されることになる。現在地質学教室の大学院にはB.S. Honour , M.S. 

J 
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D.Sc. の 3 ::7ースに学生合計 15 名おり，教職員の乎がまわりかねる状態で増員を要望中とか。

大学はウェリントン，ヴィグトリア大学， オーグランド大学，グライストチャーチ，カンタ

ペリー大学，デューネデインオタゴ大学と 4 分されてはいるが， N巴w Zealand University 時

代と同様，大学聞の交流には見るべきものがある。すなわち学生は一度どこかの大学に進学すれ

ば転学，聴識は思いのままで，その専攻希望に従ってし2年 Qllckland で 3年目は Wellington

でというのもいれば Wellillgton で 3 年終らせ， Chrystchurch の大学院へというのもいる。

叉 M.S. ， D. Sc. の論文審査も一つの大学内だけではなしに，他の大学にも論文を送って，そ

の意見を聞くのも習慢となっている。単に義礼的な習慣で1まなく，昨年来も Chrystchurch に

送った地質の M.S. 論文に「当方では通過させないJ 旨の意鬼がつけられあわをくうという風景

もみられた。南半球は人が少し、(土地も少いが)のであちこちから調査の依頼がまいこむ。オー

ストラリア，タスマニヤ始め，フージー， サモア等南大平洋諸島のテーマをかかえこむ大学院

生も多い。又日本では考え及ばない南額の地質調査にも大学院生が活麗している。

南極探険:

New Zealand の南概基地 (Victorialand の Scott Base) は Chrystchllrch から飛府機で

数時間の距離にあり米軍軍用機に便乗すれば足代はロハになるという気安さも手伝って， 12 月

から 2 月頃まで南半球の夏の Chrystchurch は南極行きでゴッタがえすこととなる。当大学も

すでに 7次にわたる調査隊を南極に送り Scott Basc は大学院生や職員の研究基地となってい

る。

職員も，調査隊員として，又学生の指導をかねて小生を除いて皆南極経験者で「今年はお前

が学生をひっぱってゆけ」とハッパをかけられる始末である。 Victorialand には相当広い露岩

地域があり， Schist, Gneiss 等の古期変成岩に乗って，自霊系，第四系も見られ今までの調奈

で薬地周辺に三氷期の消長を認めている。

アルプス断層:

4 月 3 日早朝，電話でたたき起される。 3 月に雨と雲でおじゃんになった íAlpine Fault 

を空からさぐる J excursion が突然当日決行ときまった白， í行きたければすぐこいJ という

のでサンドウイッチをかじりながらかけつける。 Welli担ng併ton ~塗皇港の一寓で待つことしばし，

国営の

I王乱r町rm乱n札， K王up戸feぽr (共に米国地質屋，テキサスの構造屋やイリノイの岩石屋である)及び英同

インドからの留学大学院生と共に機の人となる。Bleuheim 附近から南島上空にかかる。

時代末詳中生代 graywacke と Chloritc schist, llltra-basic rock 群の boundary を境に

山容は急変し，その Contact は直線的である。南下するにつれて山地は高まり， U 字形の氷

河谷がその典形的な形をみせてくれる Alpine Falllt (数百 miles 動いたと推定されている

trans Cllτrent fault):iはそれらを腕切りに切ってずらせている Dunite 露出地域上空でせん回

すること数次，さらに南下して1E午南島西海岸の Hokotika に着陸，町の小さなミルクパーで

サンドウイッチをばくっき，手写ぴ機上に。

当日の計爾では Fijordland 附近まで Fault を追跡する予定であったが Mt. Cook の白い山

頂をかいま見る頃から空模様があやしくなり Holwtika をたって約 30 分，雨を交えた密雲に
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とぎされる。あきらめてひき返す。再び Hokotika.よさ包，最後の氷河を君主した巨大な堆石が海

岸までおし出されている。気候条件の放かそω後あまり解析された跡もなく， 表面のしわまで

残っている。今度は南から Alpine Fa.ult を追跡する。断層の南東側にはベルト状に Gneiss，

Granite schist, Chlorite schist 群，北西側は Granitc のゆるい台地と Prc-Cambrian の

非変成 graywacke とが交互する。西南日:本の内帯外帯を，思わせる。そうなると Fossa Magna 

はCook 海峡か?。昼前 Dunitc にを見たあたりから今度は北上し南島北端 Cape Farewell 

をめEす。 Pre-Cambrian graywacke のきれいな Pitching synclinc, anticline が展開され

る。 A仕photogeology の見本に持ってこいである。 Farewell Spits は syncline 南東翼にの

ついる。 Spits にそって，外洋側には幅数百米の giant ripple が規則正しく並んでいる。 Spits

の先端から真直ぐに Milford Sound に向う。 Sound の成因については諸説ふんぷん，すな

わち 1) 沈水せる氷河谷. 2) 氷期前の構造谷の沈水せるもの. 3) 構造谷をさらに氷河が切り，

その後沈水せりとの説をなすものもあるとか。

日:本三景の一つ松島の 10 倍いや百倍は優にあろうか。かくしてタ揚の Wellington fこ帰る。

4時 30 分に 5 分前。飛行士のタイムアップ寸前であった。そろそろ紙面もつきた。時をあ

らためて New Zealand Geological Survey はじめ各研究機関の訪問記を送ることにする。

4 月 30 日発
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